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“市民と市長の座談会”を開催します
～みんなで語ろう　私たちの歩むまち～

　市では、基本構想で定めた目指すまちの将来像｢コウノトリ悠然と舞う　ふるさと｣の実現に
向け、さまざまな施策を展開しています。
　特に、各地で少子高齢化が進み、地域力が弱まりつつある中、現在、｢新しい地域コミュニテ
ィのあり方｣の検討に力を注いでいるところです。
　地域で頑張っていることや地域の悩みを話し合い、一緒にまちづくりを考えてみませんか？

《問合せ》秘書広報課☎23-1111

　市長が、市の取組みを分かりやすく話し、また、市
民の皆さんの頑張りや悩みなどをお聞きする座談会を
開催します。
　市民の皆さんと市が情報を共有しながら、対話と共
感の市政を進めていきます。ぜひ、参加してください。

1　日時および会場（詳細は別表のとおり）
　　４月～７月、各地区公民館など（29会場）
　　「新しい地域コミュニティ」の基盤となる地区公民館単位で開催します。
　　平成26年度に「新しい地域コミュニティ」の立ち上げなどに取り組む７地区から順次実施します。
※「一時保育」を開設します。利用日の１週間前までに秘書広報課に電話で申し込みください。
2　内容
　（1）　市長が市政を分かりやすく説明（「小さな世界都市」実現に向けた取組み、
　　新しい地域コミュニティなど）
　（2）　意見交換
　　ア　まちづくりへの意見・提言
　　イ　地域で頑張っている事例、地域の悩みや課題など
3　参加対象　市民どなたでも
4　参加方法　事前の申込みは必要ありません。直接、会場にお越しください。
5　市側出席者　市長、副市長、教育長、政策調整部長、所管の支所長、事務局など
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会場

豊岡地区公民館

八条地区公民館

三江地区公民館

田鶴野地区公民館

五荘地区公民館

新田地区公民館

奈佐地区公民館

港地区公民館

神美地区公民館

《日時および会場》
月日 時間 地域 会場

４月11日（金） 午後７時30分～９時 出石 出石支所
４月12日（土） 午後１時30分～３時 豊岡 中筋地区公民館
４月14日（月） 午後７時30分～９時 竹野 中竹野地区公民館
５月１日（木） 午後７時30分～９時 日高 西気地区公民館
５月２日（金） 午後７時30分～９時

但東
資母地区公民館

５月12日（月） 午後７時30分～９時 高橋地区公民館
５月14日（水） 午後７時30分～９時 合橋地区公民館
５月19日（月） 午後７時30分～９時 出石 福住地区公民館
５月22日（木） 午後７時30分～９時

竹野
竹野南地区公民館

５月26日（月） 午後７時30分～９時 竹野支所
※日程が未定の地区は、後日、市広報紙でお知らせします。
※日時および会場は、変更することがありますので、問い合わせてください（市ホームページでも公開します）。

会場

城崎支所

会場

国府地区公民館

八代地区公民館

日高農村環境改善センター

三方地区公民館

清滝地区公民館

会場

寺坂地区公民館

菅谷地区公民館

小坂地区公民館

小野地区公民館

《今後の予定》
（６月）城崎地域

（６月）出石地域

（７月）豊岡地域

（７月）日高地域
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【来庁者用駐車場】【来庁者用駐車場】
•駐車台数：70 台
•入退場時間：午前８時～午後 10 時
•利用料金（４月１日～）：30 分 100 円
　※市役所に用事のある方は無料です。
　※午後 10時～午前８時の間は入退場できません。
　　また、この間の駐車料金は 2,000 円です。

Ｐ

【来庁者用駐輪場（東側）】【来庁者用駐輪場（東側）】
駐輪台数：20 台
※東通路の東側道路沿いです。

【本庁舎東出入口】【本庁舎東出入口】

【本庁舎夜間・休日出入口】【本庁舎夜間・休日出入口】

【駐車場出入口】

※生活環境課・会計課に近い出入口
です（オーちゃんが目印）。
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【来庁者用駐輪場（北側）】【来庁者用駐輪場（北側）】
駐輪台数：17 台
※北出入口に近い駐輪場です。

【本庁舎北出入口と北通路（スロープ）】【本庁舎北出入口と北通路（スロープ）】
※来庁者用駐車場から直接本庁舎に出入りできます
　（コーちゃんが目印）。
※障害者用駐車場（２台）が隣接しています。

【本庁舎南出入口】【本庁舎南出入口】
※総合案内・エレベーター・市民課・税務
課に近い出入口です（玄さんが目印）。
※ＡＴＭコーナーが隣接しています。

【来庁者用駐輪場（西側）】【来庁者用駐輪場（西側）】
駐輪台数：20 台
※西通路（スロープ）の
　西側道路沿いです。

【市役所本庁舎】

【西通路（スロープ）】【西通路（スロープ）】

－大開通り－ －歩道－

【東通路（スロープ）】【東通路（スロープ）】

－東ピロティ－

－屋上緑化－

１･３階：豊岡稽古堂　　
  ２階   ：豊岡市議会議場
１･３階：豊岡稽古堂　　
  ２階   ：豊岡市議会議場－屋上緑化－

－西ピロティ－

－市民広場（芝生）－
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豊岡市役所新庁舎グラ ンドオープンイベントと　 
「かばん」と「お菓子」の新施設がオープン！

４月19日に、グランドオープン式典を開催します！
【グランドオープン式典】
　日時：４月19日（土）　午前11時～正午
　場所：市役所前市民広場、庁舎中庭など（雨天時は大会議室他）
　内容：市役所石碑の除幕、新庁舎完成に対する寄贈者への感謝状贈呈、子どもたちによる風船上げ
【グランドオープン記念イベント】

◆市役所前市民広場・庁舎中庭など◆
午前10時～
・先着100人！２Lサイズのプリントプレゼ
ント!!
　市内プロカメラマン｢写りんく軍団｣の無
料撮影会!!
午前10時30分～
・市内少年少女音楽隊・合唱団のコーラス
午前11時30分～、午後１時10分～
・若手農業経営者「但馬農道志」の
　餅つきとつきたて餅の振る舞い
正午～
・かな書碑の除幕
午後０時30分～
・クラシックとブルーグラスの屋外コンサート
午後３時30分～
・2000個!!　餅まき（景品付き）

“T
ト ヨ オ カ

oyooka K
カ バ ン

ABAN A
ア ル チ ザ ン

rtisan A
ア ベ ニ ュ ー

venue”グランドオープン！
　宵田商店街の空き店舗を活用したかばんの拠点施設「Toyooka　KABAN　Artisan　Avenue」
が、４月19日にグランドオープンします。
　この施設では、本市の地場産業である、かばんなどを展示販売するとともに、かばん職人の育成を
行います。
【グランドオープンセレモニー】
　　　日時：４月19日（土）午後１時～２時
　　　場所：アルチザンアベニュー
【各階の様子】
　○「アルチザンアトリエ」（１階と1.5階）
　　　アルチザンオリジナルブランドのかばんや豊岡産のかばんを多く取り揃えて販売。
　○「アルチザンパーツ」（２階）
　　　かばんの産地ならではのパーツやキット商品を豊富なラインナップで提供。かばんの製作体験
も可能。

　○「アルチザンスクール」（３階）
　　　かばん職人育成専門校を開校。１年間のカリキュラムで、かばん
のエキスパートを育成。製作授業の見学も可能。

営業時間：午前11時～午後６時
定　休　日：水曜日
所　在　地：豊岡市中央町18-10（カバンストリート内 旧オータガキビル）
電　　話：0796-22-1709（豊岡まちづくり株式会社）

◆豊岡稽古堂１階・３階◆
午前10時～
・春の美術館（４月19日～５月２日）
　※作品展示は、１階と本庁舎１～６階
・藤原次郎＆ヴィヴィエ智子コラボ展（４月19日～
20日　３階）

　「自然と共に」日本・但馬と
　　フランス・マレポワトヴァン国際交流展
・川尾朋子、KEiKO＊萬桂、山田毅による３人展（４
月23日～５月２日　３階）

◆市役所東側道路◆
午後０時30分～
・豊岡市豊岡消防団女性団員のポンプ操法

◆市役所西ピロティ◆
午後１時～
・日本初！ミシュランデザインの自転車試乗会！！
　利用者には、ミシュラングッズを差し上げます。

▲宵田商店街の旧オータ
ガキビルを利用。改装
して使用する。

問合せ：総務課☎23-1116
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豊岡市役所新庁舎グラ ンドオープンイベントと
「かばん」と「お菓子」の新施設がオープン！

規制時間：午前７時～午後５時15分

菓子祭前日祭車両交通規制範囲

“第４回菓子祭前日祭”を開催～お菓子のルーツは豊
コ

岡
コ

にある～

　お菓子の神様、田
た

道
じ

間
ま

守
もり

のふるさと豊岡で、市内外のお菓子屋さんが50店舗
以上参加して、自慢のお菓子を販売。その他にも、さまざまなイベントを開催
します。
　日時：４月19日（土）　午前10時～午後３時30分　
　会場：豊岡駅通商店街（大開通り）
　駐車場　有料：駅前駐車場、中央駐車場、ウェルストーク豊岡駐車場
　　　　　無料：じばさんTAJIMA、豊岡市職員駐車場（ゆうなぎ東側）、
　　　　　　　　但馬県民局駐車場
　※駐車場には限りがあります。公共交通の利用にご協力をお願いします。

【サテライトイベント】
・さくらお菓子教室　喫

きっ

茶
さ

去
こ

日
び

和
より

（会場：ギャラリーみやがき）
・お菓子にまつわる絵本の読み聞かせ（会場：子育て総合センター）　など

“豊岡１
いち

９
きゅう

２
にい

５
ごお

（愛称：2
にい

5
ごお

）”オープン！
　旧豊岡市役所南庁舎別館が、お菓子をテーマにした複合施設としてリニューアルします。
　１階は吹抜けが復活し、お菓子の販売とカフェ・レストランスペースに。１階と２階に５室の宿泊
施設、地下にはB

バ ー
ARがあります。

　４月18日（金）午後１時30分オープン！
　・「甲斐みのりのカワイイお菓子展（仮称）」開催！
　・タチバナを使った商品販売
　・オープン記念商品の販売
　通常営業時間：１階カフェレストラン　午前７時～午後９時30分
　住所：豊岡市中央町11-22　電話：0796-26-1925 ▲歴史ある建造物を活用します！

【関連イベント】

主な駐車場

あなたのお気に入りはどれですか？
新作・限定スイーツコンテスト
投票場所：「豊岡1925」前
投票時間：午前10時～午後２時30分
投票結果発表：午後３時　豊岡稽古堂前
お菓子を食べた後は遊びたい！
キッズコーナー
　「お菓子すくい」や「玄さんふわふわドー
ム」などで思いっきり楽しもう！

ゆっくりしたいなら市内のお店へ
市内協力店の特別サービス
　デザート付ランチや会場内で購入した
お菓子の持ち込みが可能。　など
ちょっと一服。
お茶席
協力：豊岡総合高等学校茶道部
場所：本庁舎東ピロティ

問合せ：菓子祭前日祭実行委員会事務局　豊岡商工会議所（電話：22-4456）
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区　　分 予　算　額 前年度比
一般会計 484億8,773万円 ＋6.1％
特別会計 195億  236万円 ＋3.9％
国民健康保険事業（事業勘定） 98億  157万円 ＋4.7％
国民健康保険事業（直診勘定） 8,842万円 △0.6％
後期高齢者医療事業 9億8,399万円 ＋1.0％
介護保険事業 82億1,053万円 ＋2.4％
診療所事業 2億8,371万円 ＋9.2％
霊苑事業 6,371万円 ＋33.5％
宅地事業 701万円 △60.0％
太陽光発電事業 6,044万円 皆増
管理会財産区 298万円 △8.2％

企業会計 146億9,358万円 ＋15.4％
水道事業 39億  603万円 ＋2.8％
下水道事業 106億1,657万円 ＋21.0％
農業共済事業 1億7,098万円 ＋5.4％

合　　　計 826億8,367万円 ＋7.1％

会計別予算一覧一般会計・歳入予算の内訳

歳入
依存財源
（69.7％）
依存財源
（69.7％）

地方交付税
179億円（36.9％）
地方交付税
179億円（36.9％）

諸収入
21億6,879万円（4.5％）

諸収入
21億6,879万円（4.5％）

市税
99億5,517万円
（20.5％）

市税
99億5,517万円
（20.5％）

国庫支出金
39億3,069万円
（8.1％）

国庫支出金
39億3,069万円
（8.1％）

地方消費税交付金
9億3,643万円（1.9％）
地方消費税交付金
9億3,643万円（1.9％）
県支出金
29億7,017万円
（6.1％）

県支出金
29億7,017万円
（6.1％）

地方譲与税3億4,535万円（0.7％）地方譲与税3億4,535万円（0.7％）

その他2億2,633万円（0.4％）その他2億2,633万円（0.4％）
分担金および負担金5億844万円（1.1％）分担金および負担金5億844万円（1.1％）

繰入金8億1,897万円（1.7％）繰入金8億1,897万円（1.7％）
使用料および手数料10億2,810万円（2.1％）使用料および手数料10億2,810万円（2.1％）

その他2億1,309万円（0.5％）その他2億1,309万円（0.5％）

市債
74億8,620万円
（15.5％）

市債
74億8,620万円
（15.5％）

自主財源
（30.3％）
自主財源
（30.3％）

〈グラフ１〉

〈表２〉

平成26年度 豊岡市予算

　皆さんが納める税金や国・県からの補助金などが、まちづくりのためにどのように活用され
るのかをお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　   《問合せ》財政課☎21-9014
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と
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
」「
災
害
」「
地
域

経
済
衰
退
」「
財
政
悪
化
」の
四
つ

の
危
機
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
戦

略
を
展
開
し
ま
す
。

市
債
残
高
は
1
3
2
8
億
円

　

市
債（
借
入
金
）は
、
市
民
生
活

の
向
上
の
た
め
の
施
設
整
備（
道

路
・
学
校
な
ど
の
整
備
）に
活
用

し
ま
す
。
ま
た
、
市
債
に
は
、
将

来
的
に
施
設
を
利
用
す
る
市
民
の

方
に
も
返
済
を
負
担
し
て
も
ら
う

と
い
う
、
世
代
間
の
公
平
を
図
る

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
の
市
債
残
高

（
表
2
参
照
）は
、
一
般
会
計
分
が

約
6
4
7
億
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
1
・
3
％
増
と
な
る
見
込
み
で

す
。
こ
れ
に
、
特
別
・
企
業
の
全

て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
市
債
残
高

は
、
約
1
3
2
8
億
円
、
前
年
度

と
比
べ
0
・
7
％
減
と
な
る
見

込
み
で
す
。
市
民
1
人
当
た
り

〔
平
成
26
年
2
月
1
日
現
在
人
口

8
万
6
6
0
3
人
〕
に
す
る
と
約

1
5
3
万
円
に
な
り
ま
す
。

基
金
残
高
は
1
8
0
億
円

　

平
成
26
年
度
末
の
基
金
の
残
高

（
表
3
参
照
）は
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
全
て
の
基
金
を
合
わ
せ
る
と
、

1
8
0
億
3
9
2
5
万
円
、
前
年

度
と
比
べ
1
・
0
％
減
と
な
る
見

込
み
で
す
。
こ
れ
を
、
市
民
1
人

当
た
り
に
す
る
と
約
12
万
5
千
円

に
な
り
ま
す
。

会　計 市債残高
一　般 647億円
特　別 4億円
企　業 677億円
合　計 1,328億円

市民1人当たり 153万4千円
平成26年度末見込み

市債残高

平成26年度豊岡市予算（案）がまとまりました
～足元を固め「小さな世界都市」の実現に向けて突き抜ける～
13会計 総額で827億円

〈表１〉
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一般会計・歳出の目的別内訳一般会計・歳出の性質別内訳

歳出

民生費
119億4,016万円（24.6％）
民生費
119億4,016万円（24.6％）

公債費
75億1,068万円
（15.5％）

公債費
75億1,068万円
（15.5％）

総務費
45億2,265万円
（9.3％）

総務費
45億2,265万円
（9.3％）

土木費
53億4,432万円
（11.0％）

土木費
53億4,432万円
（11.0％）

教育費
60億7,115万円
（12.5％）

教育費
60億7,115万円
（12.5％）

商工費
14億422万円（2.9％）
商工費
14億422万円（2.9％）

諸支出金4億9,142万円（1.0％）諸支出金4億9,142万円（1.0％）
農林水産業費
12億2,772万円（2.6％）
農林水産業費
12億2,772万円（2.6％）

消防費
27億2,797万円
（5.6％）

消防費
27億2,797万円
（5.6％）

衛生費
65億3,495万円
（13.5％）

衛生費
65億3,495万円
（13.5％）

議会費2億7,949万円（0.6％）議会費2億7,949万円（0.6％）
労働費4億2,300万円（0.9％）労働費4億2,300万円（0.9％）

予備費1,000万円（0.0％）予備費1,000万円（0.0％）人件費（17.0％） ………… 82億3,625万円
　市長、議員、職員などの給料や諸手当など

義務的経費（27.9％）………135億83万円
　扶助費や公債費などの支出が義務付けられ、
　任意に削減できない経費

投資的経費（17.5％）………84億8,962万円
　道路、公園、その他施設の建設などの整備に要
　する経費

一般行政経費（37.6％）…182億5,103万円
　施設の維持管理費や補助金、特別会計への繰　
　出金などの経費

その他…………………1,000万円
　予備費

〈表３〉

〈グラフ２〉〈グラフ３〉

一
般
会
計
・
歳
入

市
税
は
0
・
8
％
増

地
方
交
付
税
も
1
・
7
％
増

　

一
般
会
計
の
財
政
構
造
は
、
他

か
ら
の
依
存
財
源
で
あ
る
地
方
交

付
税
、国
県
支
出
金
、市
債
な
ど
が

歳
入
の
69
・
7
％
を
占
め
る
極
め

て
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
一
般
会
計
の
歳
入
の
内

訳（
グ
ラ
フ
1
参
照
）で
、
最
も
大

き
な
割
合
を
占
め
る
地
方
交
付
税

（
ど
の
自
治
体
で
も
必
要
最
小
限

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
国
が
交
付
す
る
お
金
）は
、

1
7
9
億
円
で
、
全
体
の
36
・
9

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年
度
比

1
・
7
％
の
増
で
す
。

　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
税
は
、

99
億
5
5
1
7
万
円
で
、
歳
入
全

体
の
20
・
5
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

個
人
や
法
人
の
市
民
税
、
軽
自
動

車
税
な
ど
の
増
収
予
想
な
ど
で
、

前
年
度
比
0
・
8
％
の
増
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
な
ど
の

た
め
に
借
り
入
れ
る
市
債
は

74
億
8
6
2
0
万
円
で
、
前
年
度

比
18
・
2
％
の
増
で
す
。
こ
れ
は
、

建
設
事
業
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の

で
す
。

一
般
会
計
・
歳
出

民
生
費
に

1
1
9
億
4
0
1
6
万
円

　

一
般
会
計
の
歳
出
の
内
訳（
グ

ラ
フ
2
参
照
）で
最
も
多
い
も
の

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

充
実
な
ど
に
充
て
る
民
生
費
の

1
1
9
億
4
0
1
6
万
円
で
、
全

体
の
24
・
6
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
次
に
借
金
返
済
に
充
て

る
公
債
費
の
75
億
1
0
6
8
万

円（
15
・
5
％
）、
衛
生
費
の

65
億
3
4
9
5
万
円（
13
・
5
％
）

と
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、「
豊
岡
エ
コ
バ

レ
ー
」と「
大
交
流
」の
推
進
に

関
す
る
予
算
は
、

5
億
5
1
7
8
万

円
で
す
。

　

歳
出
を
性
質
別

に
見
て
み
る
と

（
グ
ラ
フ
3
参
照
）、

人
件
費
は
82
億
3
6
2
5
万
円
で
、

前
年
度
比
2
・
2
％
の
減
で
す
。

　

義
務
的
経
費
は
1
3
5
億
83
万

円
で
、
前
年
度
比
3
・
0
％
の
増

で
す
。

　

投
資
的
経
費
は
84
億
8
9
6
2 

万
円
で
、
前
年
度
比
41
・
4
％
の

増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
、
消
防

救
急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
認
定

こ
ど
も
園
の
整
備
な
ど
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
度
の
経
常
収

支
比
率（
※
注
1
）は
89
・
4
％
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
財
政
の
健
全

度
を
示
す
実
質
公
債
費
比
率（
※

注
2
）
は

16
・
1
％

で
、
国
の

定
め
る
水

準
の
18
％

を
下
回
る

と
予
測
し

て
い
ま
す
。

（
※
注
1
）…
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
に
支
出
す
る
経
費
に
対

す
る
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
充
当

比
率
で
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す

指
標

（
※
注
2
）…
実
質
公
債
費
比
率

　

財
政
規
模
に
対
す
る
公
債
費
の

割
合
を
示
す
指
標
で
、
連
結
決
算

の
考
え
方
を
導
入
し
て
い
る
。

基　金 基金残高
財政調整 73億円
特定目的 96億円
定額運用 4億円
特別会計 7億円
合　計 180億円

市民１人当たり 12万5千円
平成26年度末見込み

基金残高
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平成26年度 豊岡市予算

安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

□
道
路
冠
水
対
策
事
業

4
5
4
0
万
円

　
台
風
や
高
潮
で
常
習
的
に
冠
水

す
る
市
道
を
嵩
上
げ
し
、
道
路
冠

水
の
軽
減
を
図
り
、
災
害
時
の
緊

急
車
両
の
通
行
を
可
能
に
し
ま
す
。

□
学
校
施
設（
幼
稚
園
含
む
）の
改

修
･
整
備
事
業

5
億
9
2
4
5
万
円

　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

小
・
中
学
校
の
耐
震
化
を
図
る
と

と
も
に
、
老
朽
施
設
の
修
理
お
よ

び
設
備
の
改
良
を
行
い
ま
す
。

□
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整

備　
　
　
7
億
1
2
7
8
万
円

　
消
防
無
線
局
の
周
波
数
を
新
周

波
数
に
移
行
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し

ま
す
。
5
カ
所
の
無
線
基
地
局
を

は
じ
め
、
消
防
車
載
無
線
機
お
よ

び
携
帯
無
線
機
を
整
備
し
ま
す
。

□
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
の
整
備

5
億
3
8
7
3
万
円

　
但
馬
の
産
科
を
守
り
、
ハ
イ
リ

ス
ク
の
妊
娠
、
胎
児
、
新
生
児
に

対
応
す
る
周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー

を
豊
岡
病
院
に
整
備
す
る
た
め
の

負
担
金
を
拠
出
し
ま
す
。

□
高
橋
診
療
所
の
整
備

　
3
0
3
万
円

　
高
橋
診
療
所
に
医
師
を
招
へ
い

す
る
た
め
、
老
朽
化
し
た
医
師
住

宅
を
建
て
替
え
ま
す
。

□
雪
害
対
策
事
業

　
1
億
8
1
0
万
円

　
老
朽
化
し
た
消
雪
ノ
ズ
ル
の
交

換
、
除
雪
車
な
ど
の
年
次
的
更
新
、

自
治
会
が
生
活
道
路
な
ど
の
除
雪

の
た
め
に
購
入
す
る
除
雪
機
購
入

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

□
台
風
23
号
10
周
年
メ
モ
リ
ア
ル

事
業　
　
　
　
　
2
6
1
万
円

　
台
風
23
号
災
害
の
発
生
か
ら
10

年
を
迎
え
、
風
水
害
に
対
す
る
市

民
の
記
憶
や
意
識
が
薄
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、
災
害
に
対
す
る
備

え
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

□
歩
い
て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
構

想
の
推
進　
　
1
7
1
8
万
円

　
市
民
だ
れ
も
が
、
歩
い
て
暮
ら

す
こ
と
を
基
本
と
し
た
健
康
づ
く

り
に
参
画
し
た
く
な
る
事
業（
健

康
ポ
イ
ン
ト
制
度
、
健
康
づ
く
り

推
進
モ
デ
ル
事
業
、
歩あ
る

キ
ン
グ
活

動
の
促
進
）を
継
続
し
ま
す
。

□
5
歳
児
発
達
相
談

1
0
9
万
円

　
発
達
や
成
長
、
子
育
て
な
ど
に

不
安
の
あ
る
5
歳
児
を
対
象
に
、

専
門
職
の
発
達
相
談
を
実
施
し
、

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
育
環
境
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

□
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
・

登
録　
　
　
　
　
1
0
3
万
円

　
国
の
環
境
保
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
く
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の

認
証
を
受
け
る
た
め
、
市
本
庁
舎

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
を
調
査

し
、
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

□
森
林
植
生
保
全
事
業（
ノ
ア
の

方は
こ
舟ぶ
ね
作
戦
） 

　
3
0
0
万
円

　
森
林
に
生
育
す
る
野
草
類
の
シ

カ
の
食
害
を
防
ぎ
、
森
林
資
源
、

自
然
環
境
を
最
低
限
確
保
し
、
周

囲
の
植
生
回
復
に
つ
な
げ
ま
す
。

□
街
路
灯
等
へ
の
L
E
D
照
明
の

導
入
促
進　
　
　
6
0
0
万
円

　
市
が
管
理
す
る
街
路
灯
な
ど
を
、

リ
ー
ス
方
式
を
活
用
し
て
L
E
D

照
明
に
更
新
し
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
削
減
し
ま
す
。

□
北
但
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

16
億
7
1
6
6
万
円

　
北
但
行
政
事
務
組
合
の
運
営
に

か
か
る
経
費
お
よ
び
ご
み
処
理
施

設
整
備
に
か
か
る
負
担
金
を
拠
出

し
ま
す
。

□
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
推
進

　
7
7
2
万
円

　「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
」を
通

じ
た
自
然
再
生
と
地
域
再
生
の
取

組
み
を
地
域
に
根
付
か
せ
る
た
め
、

内
外
に
普
及
啓
発
し
ま
す
。

□
第
5
回
コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来・国
際

か
い
ぎ
の
開
催　
5
1
6
万
円

　
第
1
回
の
開
催
か
ら
20
年
の
節

目
を
迎
え
る
こ
の
機
会
に
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
現
在
地
と
未

来
を
考
え
、
新
た
な
目
標
を
共
有

し
ま
す
。

持
続
可
能
な「
力
」を

高
め
る
ま
ち

□
豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
の
実
施

1
1
3
3
万
円

　
総
合
計
画
に
定
め
る
多
く
の
施
策
の
実
現
の
た
め
、
税
金
や
行
政

改
革
な
ど
に
よ
っ
て
生
み
出
し
た
限
り
あ
る
貴
重
な
財
源
で
、
防
災
・

福
祉
・
環
境
・
商
工
・
観
光
・
教
育
な
ど
各
分
野
に
わ
た
り
、
そ
の
礎
い
し
ず
え

を
構
築
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
計
画
し
て
い
る
事
業
・
施
策（
案
）の
う
ち
、
新
規
・

拡
大
事
業
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
の
主
な
事
業（
案
）

▲豊岡農業スクール（平成25年度入校
式）

▲歩いて暮らすまちづくり構想の推進 ▲台風23号メモリアル事業（写真展示）
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□
公
民
館
管
理
等

5
4
2
7
万
円

　
施
設
の
整
備
、
修
繕
、
耐
震
診

断
･
耐
震
補
強
計
画
の
策
定
、
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

□
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
育
成
事
業 

0
円

　
小
さ
な
世
界
都
市
を
目
指
す
豊

岡
に
ふ
さ
わ
し
い
子
ど
も
た
ち
の

育
成
の
た
め
、
乳
幼
児
が
英
語
に

慣
れ
親
し
み
、
興
味
を
持
つ
き
っ

か
け
を
作
り
ま
す
。

□
放
課
後
児
童
健
全
育
成
の
推
進

2
億
2
5
9
7
万
円

　
八
条
認
定
こ
ど
も
園
で
の
開
設

が
困
難
な「
八
条
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
」を
、
自
動
車
教
習
所
跡
地

に
移
転
し
、
整
備
し
ま
す
。

□
大
韓
民
国
・
ア
メ
リ
カ
と
の
交

流 

3
0
9
万
円

　
学
校
交
流
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

通
し
て
、
外
国
の
歴
史
文
化
や
生

活
習
慣
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

国
際
感
覚
豊
か
で
ふ
る
さ
と
に
誇

り
を
持
つ
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

人
生
を
楽
し
み

お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

□
出
石
永
楽
館
歌
舞
伎
の
開
催
・

P
R
な
ど 

7
0
4
8
万
円

　
文
化
都
市
豊
岡
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
と
市
外
か
ら
の
交
流
人
口
拡

大
を
図
り
ま
す
。
永
楽
館
歌
舞
伎

　
就
農
意
欲
の
あ
る
研
修
生
を
募

集
し
、
認
定
農
業
者
の
も
と
で
必

要
な
技
術
を
習
得
さ
せ
、
将
来
の

独
立
自
営
就
農
ま
た
は
雇
用
就
農

に
つ
な
げ
ま
す
。

□
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

1
1
5
3
万
円

　
ジ
オ
サ
イ
ト
な
ど
の
観
光
資
源

保
全
や
拠
点
整
備
、
案
内
ガ
イ
ド

養
成
な
ど
に
取
り
組
み
、
交
流
人

口
の
増
加
と
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
地
域
主
体
の
ジ
オ
パ
ー
ク
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

□
第
96
回
兵
庫
県
畜
産
共
進
会
の

開
催　

 

　
　
　
3
0
0
万
円

　
但
馬
牛
を
広
く
内
外
に
P
R
す

る
た
め
、
畜
産
共
進
会
を
神
鍋
高

原
で
開
催
し
、
畜
産
農
家
の
意
欲

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

□
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
推
進　

 

7
4
1
万
円

　
地
域
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
実

現
を
目
指
し
て
導
入
し
た
公
共
施

設
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
、
安

全
使
用
の
継
続
に
向
け
て
保
守
・

点
検
し
ま
す
。

□
森
林
環
境
整
備
事
業3

0
0
万
円

　
市
行
造
林
地
に
放
置
さ
れ
る
間

伐
材
の
搬
出
を
促
進
し
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
原
材
料
に
活
用
す
る
な
ど

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

関
連
書
籍
の
出
版
へ
の
協
賛
、
同

館
木
戸
前
広
場
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

□「
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界

と
出
会
う
音
楽
祭
」の
開
催

5
9
5
万
円

　
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
芸
術
に
親

し
み
、
感
性
を
育
む
こ
と
を
目
的

に
、
世
界
で
活
躍
す
る
音
楽
家
・

名
匠
の
手
で
製
作
さ
れ
た
楽
器
な

ど
と
出
会
う
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

□
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

 

5
0
4
万
円

　
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
大
会
の

誘
致
や
、
一
流
の
選
手
と
身
近
に

接
す
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
催
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

の
夢
や
希
望
を
育
み
ま
す
。

基
本
計
画
の
実
現
に
向
け
て

□
新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
の
検
討　
7
5
1
万
円

　
地
域
の
住
民
や
団
体
、
市
が
協

力
し
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
仕
組
み
を
整
え
、
地
域
の

活
性
化
と
自
治
を
実
現
し
、
持
続

可
能
な
地
域
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

□
城
崎
温
泉
2
0
2
0
年
へ
の
道

計
画 

3
1
6
万
円

　
和
の
景
観
、
も
て
な
し
の
精
神

な
ど
を
生
か
し
、
城
崎
の
魅
力
を

引
き
出
す
方
策
を
探
り
ま
す
。

□
都
市
公
園
等
の
整
備
・
管
理

 

4
9
0
2
万
円

　
東
山
公
園
に
転
落
防
止
柵
の
設

置
と
園
路
の
整
備
、
神
武
山
公
園

に
植
栽
、
園
路
の
整
備
、
ト
イ
レ

建
設
を
行
い
ま
す
。

□
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

8
7
8
0
万
円

　
交
差
点
で
の
交
通
事
故
が
頻
発

し
て
い
る
た
め
、
直
角
交
差
す
る

交
差
点
を
改
良
し
ま
す
。
児
童
の

通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、
道
路

の
路
肩
整
備
や
カ
ラ
ー
表
示
を
行

い
、
安
全
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

□
都
市
景
観
形
成
の
推
進

4
9
9
万
円

　
屋
外
広
告
物
条
例
を
制
定
す
る

と
と
も
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
景
観
に
対
す
る
市
民
の
意
識

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
平
成
27
年

度
の「
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大

会
」を
控
え
、
プ
レ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

□
と
よ
お
か
家
族
の
日
、
と
よ
お

か
家
族
の
月
間
の
推
進

1
0
5
万
円

　
10
月
8
日
を「
と
よ
お
か
家
族

の
日
」、
10
月
を
家
族
の
月
間
と

定
め
、
家
族
が
触
れ
合
い
、
絆
を

深
め
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▲歌舞伎公演の舞台｢出石永楽館｣ ▲韓国東川初等学校との交流 ▲間伐材を木質ペレットの原材料に
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市
政
の
動
き

　  

3
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

  

2
月
28
日
、
平
成
26
年
第
1
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
所

信
を
述
べ
、
提
出
議
案
を
説
明
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
所
信

　
「
足
元
を
固
め
、
小
さ
な
世
界

都
市
の
実
現
に
向
け
て
、
突
き
抜

け
る
」。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
崩
壊
の

危
機
へ
の
対
応
を
強
化
し
つ
つ
、

海
外
へ
の
情
報
発
信
、
受
入
れ
態

勢
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て暮

ら
せ
る
ま
ち

　

円
山
川
緊
急
治
水
対
策
事
業
・

稲い
な

葉ん
ば

川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
、
大
規
模
建
築
物
の
耐
震
診
断

費
の
補
助
、
一
般
住
宅
の
耐
震
改

修
の
促
進
、
新
田
小
学
校
等
の
耐

震
補
強
・
改
修
工
事
を
し
ま
す
。

　

地
域
防
災
計
画
の
改
定
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
豊
岡
駅
周
辺
へ
の
設

置
・
地
域
団
体
へ
の
設
置
補
助
を

し
ま
す
。

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
等
を
継
続

し
、
健
康
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た

健
康
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
検
討
・

評
価
等
を
行
い
ま
す
。

　

第
4
期
障
害
福
祉
計
画
及
び
老

人
福
祉
計
画
・
第
6
期
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

発
達
や
成
長
、
子
育
て
な
ど
に

不
安
の
あ
る
5
歳
児
に
対
す
る
、

専
門
職
に
よ
る
発
達
相
談
等
を
実

施
し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

　

環
境
経
済
戦
略
の
推
進
、
循
環

型
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
検
証

事
業
」を
進
め
、
成
果
を「
第
5
回

コ
ウ
ノ
ト
リ
未
来
・
国
際
か
い
ぎ
」、

「
生
物
多
様
性
条
約
第
12
回
締
約

国
会
議
」（
韓
国
）に
つ
な
げ
ま
す
。

　
「
加
陽
湿
地
拠
点
整
備
・
管
理

計
画
」の
基
本
設
計
に
着
手
し
ま

す
。　

　

森
林
の
植
生
回
復
拠
点
を
整
備

す
る「
ノ
ア
の
方は
こ

舟ぶ
ね

作
戦
」を
展
開

し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

     
            

高
め
る
ま
ち

　

豊
岡
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
の
開
催

（
東
京
）な
ど
で
豊
岡
の
知
名
度
ア

ッ
プ
を
図
る
ほ
か
、
豊
岡
ブ
ラ
ン

ド
認
知
度
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
秋
の
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
認
定
更
新
に
向
け
て
、

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
案
内
表

示
の
充
実
等
を
図
り
ま
す
。

　

豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル
や
青
年
就

農
給
付
金
等
の
支
援
に
よ
る
青
年

の
就
農
意
欲
の
喚
起
、
就
農
の
定

着
を
図
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣

対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

兵
庫
県
畜
産
共
進
会
の
誘
致
、

万
場
ス
キ
ー
場
ゲ
レ
ン
デ
で
の
但

馬
牛
放
牧
へ
の
補
助
に
よ
り
、
但

馬
牛
の
Ｐ
Ｒ
・
品
質
向
上
、
畜
産

農
家
の
省
力
化
を
進
め
ま
す
。

　

間
伐
材
の
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

事
業
へ
の
利
用
を
推
進
し
、
森
林
、

里
山
林
整
備
に
対
す
る
補
助
を
行

い
ま
す
。

　

漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

構
築
事
業
の
加
入
者
へ
の
補
助
、

田
結
漁
港
の
浚
渫
等
を
行
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
へ
の
融
資
、
鞄
産
業

な
ど
の
特
産
業
の
振
興
、
奨
励
金

制
度
に
よ
る
起
業
支
援
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

企
業
誘
致
、
も
の
づ
く
り
企
業

等
へ
の
支
援
、
環
境
経
済
事
業
拡

大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
・
橋
梁
の
補
修
な
ど
、
住

環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

　
「
豊
岡
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。　

保
育
の
量
的
拡
大
、
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
保
育
の
導
入
を
行
い
ま
す
。

　

八
条
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
施

設
を
旧
自
動
車
教
習
所
の
場
所
に

新
設
し
ま
す
。

■
人
生
を
楽
し
み

　
　
　
お
互
い
を
支
え
合
う
ま
ち

　

世
界
各
地
で
活
躍
す
る
音
楽
家

や
名
匠
の
手
で
製
作
さ
れ
た
楽
器

な
ど
と
出
会
い
、感
性
を
育
む「
子

ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出
会

う
音
楽
祭
」を
開
催
し
ま
す
。

　

出
石
永
楽
館
木
戸
前
広
場
の
整

備
、
但
馬
国
分
寺
の
史
跡
公
園
化

の
基
本
設
計
、
神
美
台
ス
ポ
ー
ツ

公
園
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

　

豊
岡
地
域
で
は
、
玄
武
洞
公
園

を
中
心
と
し
た
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
、ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
な
ど
の
取

組
み
を
強
く
情
報
発
信
し
ま
す
。

　

城
崎
地
域
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
や
城
崎
温
泉
活
性
化
対
策
事
業
、

「
城
崎
温
泉
2
0
2
0
年
へ
の
道

計
画
事
業
」の
支
援
を
行
い
、「
ゆ

か
た
ビ
レ
ッ
ジ
」を
発
信
し
ま
す
。

　

竹
野
地
域
で
は
、参
加
体
験
型
・

滞
在
型
観
光
や「
竹
野
浜
地
域
再

生
拠
点
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
」の
推
進
、「
仲
田
光
成
記
念
全

国
か
な
書
展
」の
開
催
、「
三
原
谷

の
川
の
風
ま
つ
り
」等
の
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

日
高
地
域
で
は
、
神
鍋
高
原
に

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
を
誘

致
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
・
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
振
興
を
図
り
、

兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

出
石
地
域
で
は
、
出
石
永
楽
館

や
伊
藤
清
永
美
術
館
を
活
用
し
て
、

文
化
の
向
上
と
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

保
存
事
業
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

但
東
地
域
で
は
、
た
ん
と
う
花

公
園
将
来
構
想
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
受
入
態
勢
整
備
の
調
査

研
究
、
空
き
家
利
活
用
の
取
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

　

名
誉
市
民
に
つ
い
て
は
、
平
成

26
年
度
中
の
条
例
制
定
に
向
け
て

検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

第
3
次
行
政
改
革
大
綱
・
行
政

改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
行
政
改

革
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
適
正
な

職
員
配
置
、
職
員
の
資
質
向
上
の

た
め
の
職
員
派
遣
を
行
い
ま
す
。

■
主
要
項
目

○
土
砂
災
害
危
険
度
判
定
シ
ス
テ

　

ム

　

実
績
降
雨
量
に
基
づ
く
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
と
実
際
の
土
砂

災
害
発
生
状
況
等
を
検
証
し
、
シ

ス
テ
ム
の
精
度
を
上
げ
ま
す
。
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○
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

　

東
京
の
豊
岡
市
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
は
、
売
り
上
げ
・
購
入
者
数

と
も
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

○
神
鍋
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
の
施
設
整

　

備
事
業

　

㈱
日
高
振
興
公
社
が
指
定
管
理

者
と
な
り
、
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

○
温
泉
施
設
の
入
浴
料
等
の
改
定

　

竹
野
北
前
館
誕
生
の
湯
・
神
鍋

温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
・
出
石
温
泉
乙
女

の
湯
・
但
東
シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び

こ
・
た
ん
た
ん
温
泉
福
寿
の
湯
の

入
浴
料
を
4
月
に
改
定
し
ま
す
。

○
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業

　

観
光
客
の
二
次
交
通
確
保
に
加

え
、
公
用
車
の
効
率
的
な
運
用
促

進
の
た
め
に
、
会
員
制
の
自
動
車

共
同
使
用
を
実
施
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
拡
大

　

推
進

　

同
農
法
拡
大
の
た
め
、
集
落
ま

る
ご
と
の
取
組
促
進
、
雑
草
対
策
、

水
利
対
策
、
米
の
集
荷
対
策
を
進

め
ま
す
。

○
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　

観
光
情
報
提
供
や
地
場
産
品
販

売
を
行
う「
ま
ち
な
か
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」は
3
月
オ
ー
プ
ン
、「
ト
ヨ

オ
カ　

カ
バ
ン　

ア
ル
チ
ザ
ン　

ア
ベ
ニ
ュ
ー
」と
菓
子
を
テ
ー
マ

と
し
た「
豊
岡
1
9
2
5
」は
4
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

○
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道

　

八
鹿
日
高
道
路
は
平
成
28
年
度

供
用
開
始
予
定
。
豊
岡
北
・
豊
岡

南
間
は
、
平
成
26
年
度
末
に
都
市

計
画
決
定
の
予
定
で
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用

　

状
況

　

伊
丹
経
由
の
東
京
乗
継
利
用
は
、

過
去
最
高
ペ
ー
ス
で
、
3
月
に
は

開
港
初
の
年
間
利
用
者
1
万
人
を

達
成
し
ま
し
た
。

　

東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て
、

年
間
利
用
率
70
パ
ー
セ
ン
ト
を
目

指
し
ま
す
。

○
豊
岡
市
に
お
け
る
幼
稚
園
・
保

　

育
所
の
あ
り
方
計
画
進
捗
状
況

　
「
ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
豊

岡
こ
う
の
と
り
保
育
園
」は
4
月

に
開
園
。「（
仮
称
）清
滝
・
西
気
認

定
こ
ど
も
園
」、「（
仮
称
）三
方
認

定
こ
ど
も
園
」、「（
仮
称
）み
え
認

定
こ
ど
も
園
」は
来
年
4
月
に
開

園
予
定
。「
寺
坂
・
出
石
幼
稚
園
」

「（
仮
称
）小
坂
・
小
野
認
定
こ
ど

も
園
」は
、
そ
れ
ぞ
れ
再
編
・
開

園
に
向
け
て
調
整
中
で
す
。
近
畿

大
学
豊
岡
短
大
の
附
属
幼
稚
園
が

「
こ
う
の
と
り
認
定
こ
ど
も
園
」に

移
行
し
ま
す
。

○
森
本
中
学
校
の
統
合

　

来
年
4
月
1
日
に
竹
野
中
学
校

と
森
本
中
学
校
を
統
合
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

○
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

芸
術
文
化
の
創
造
拠
点
と
し
て

4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

第
1
号
と
し
て
、
9
月
、
フ
ラ
ン

ス
の
女
優
イ
レ
ー
ヌ
・
ジ
ャ
コ
ブ

さ
ん
な
ど
が
滞
在
し
、
平
田
オ
リ

ザ
さ
ん
が
作
品
を
作
り
ま
す
。

○
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1
4
豊

　

岡
大
会

　

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
、
夢
但
馬

2
0
1
4
関
連
事
業
の
コ
ア
事
業

と
し
て
、
6
月
に
開
催
し
ま
す
。

○
円
山
川
運
動
公
園
の
移
転
整
備

　

現
円
山
川
運
動
公
園
の
遊
水
地

化
に
伴
い
、
下
鶴
井
に
移
転
す
る

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
過
疎
地
域
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

　

城
崎
・
竹
野
・
但
東
地
域
に
対

し
、
地
域
で
提
案
さ
れ
た「
過
疎

地
域
の
や
る
気
・
元
気
の
創
出
事

業
」を
中
心
に
支
援
し
ま
す
。

○
景
観
重
要
建
造
物
保
存
活
用
検

　

討
業
務

  

城
崎
温
泉
の
木
造
3
階
建
て
の

景
観
を
守
る
た
め
、
有
識
者
に
よ

る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
モ
デ
ル

　

試
行

　

地
区
公
民
館
区
域
を
単
位
と
し

た
、
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
編

成
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維

持
強
化
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
は

モ
デ
ル
地
区
を
七
つ
設
定
し
ま
す
。

○「（
仮
称
）豊
岡
稽
古
堂
塾
」

　

市
の
将
来
を
担
う
人
材
育
成
の

た
め
、
官
民
問
わ
ず
参
加
で
き
る

学
び
の
場
と
し
て
開
講
し
ま
す
。

○
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

　

の
策
定

　

適
切
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
安
定
し
た
財
政
運
営
を
両
立
さ

せ
る
た
め
に
策
定
し
ま
す
。

○
第
3
次
豊
岡
市
行
政
改
革
大

綱
・
行
政
改
革
実
施
計
画
の
策

定

　

合
併
特
例
終
了
の
平
成
33
年
度

の
財
政
状
況
を
見
据
え
、
取
組
期

間
を
8
年
と
し
た
行
政
改
革
大

綱
・
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

○
新
庁
舎
建
設
事
業

　

3
月
末
に
は
全
工
事
が
完
了
し

ま
す
。
豊
岡
市
庁
舎
建
設
基
金
条

例
を
廃
止
し
、
残
金
は
市
債
管
理

基
金
に
積
立
て
ま
す
。

○
夢
但
馬
2
0
1
4

　

但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
20
周

年
事
業
と
し
て
、
4
月
か
ら
、
県

や
但
馬
各
市
町
が
協
力
し
て
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

○
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ  

デ
ル
事
業

  

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
生
活

困
窮
者
等
へ
の
包
括
的
な
自
立
支

援
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

○
豊
岡
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

の
民
間
委
託

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
来
年
4
月
に

民
間
委
託
し
ま
す（
統
括
業
務
は

市
が
行
う
予
定
）。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　

平
成
26
年
度
か
ら
本
事
業
の
特

別
会
計
と
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

　
「
カ
ネ
カ
堀
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
」

が
1
月
に
竣
工
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ

但
馬
空
港
地
場
ソ
ー
ラ
ー
」は
3

月
28
日
に
竣
工
予
定
で
す
。

○
下
水
道
使
用
料
改
定

　

有
収
水
量
が
減
少
傾
向
と
な
り
、

整
備
に
係
る
企
業
債
の
元
利
償
還

が
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
た
め
、

下
水
道
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
。

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業

　

外
国
人
観
光
客
は
、
城
崎
温
泉

を
中
心
に
毎
年
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
誘
客
す
る
た
め
、

旅
行
博「
W
T
M
2
0
1
4
」（
イ

ギ
リ
ス
）や「
コ
ル
マ
ー
ル
旅
行
博

S
I
T
V
2
0
1
4
」（
フ
ラ
ン

ス
）へ
の
出
展
、
海
外
市
場
向
け

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
戦
略
の
展
開
を

行
い
ま
す
。
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毎
月
第
2
水
曜
日
は

　

豊
岡
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー

　
　

第
19
回
は
4
月
9
日（
水
）

2
月
の
結
果

・
参
加
事
業
者
数

：

14
団
体

・
個
人
参
加
の
市
民

：

3
人

・
参
加
総
数

：

1
3
5
人

◆
事
業
所
で
も
、
個
人
で
も
、
ぜ
ひ
、

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。
企
業
エ

コ
ポ
イ
ン
ト
、
市
民
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
の
対
象
で
す
。

《
登
録
・
報
告
・
問
合
せ
》
都
市

整
備
課
交
通
政
策
係

　

☎
23

1
7
1
2

◆
一
般
の
部

三
世
代
も
っ
た
い
な
い
の
合
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
野
郁
子
）

「
も
っ
た
い
な
い
」「
捨
て
ら
れ
な

い
」と
は
違
い
ま
す  （
角
森
玲
子
）

賞
味
期
限
昔
は
舌
が
決
め
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
峠
宗
男
）

肩
パ
ッ
ト
取
っ
て
直
し
て
今
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
あ
な
は
ぜ
）

大
き
目
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
買
っ
て
妻
と

着
る　
　
　
　
　
　
（
永
井
慶
信
）

消
し
た
か
な
も
う
一
度
見
よ
う
つ

け
た
部
屋　
　
　
　
（
ヒ
デ
じ
い
）

器
具
揃
え
オ
ー
ル
電
化
に
し
た
ば

か
り　
　
　
　
　
　
　
（
中
川
修
）

義
母
の
知
恵
受
け
継
ぎ
今
日
も
磨

く
家　
　
　
　
　
　
（
か
て
き
ん
）

増
え
ま
し
た
健
康
器
具
と
体
重
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
か
る
風
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

つ
く
る
時
食
べ
る
ぶ
ん
だ
け
ク
ッ

キ
ン
グ　
　
　
　
　
（
深
井
結
希
）

も
っ
た
い
な
い
大
切
に
し
よ
う
そ

の
心　
　
　
　
　
　
（
福
井
春
菜
）

も
っ
た
い
な
い
そ
の
一
言
で
世
界

を
変
え
た
い　
　
　
　
　
（
匿
名
）

再
利
用
す
べ
て
は
地
球
を
救
う
た

め　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）

も
っ
た
い
な
い
川
柳

応
募
作
品
紹
介

（
氏
名
ま
た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
･
敬
称
略
）

・
照
明
灯
の
う
ち
3
灯
は
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
式

・
防
災
ト
イ
レ（
5
基
）は
、
簡
単

な
組
立
て
式
で
テ
ン
ト
を
設
置

す
れ
ば
緊
急
災
害
用
と
し
て
使

用
で
き
る
。
普
段
は
ベ
ン
チ
と

し
て
利
用

・
防
災
東
屋
は
、
テ
ン
ト
を
張
れ

ば
、
風
雨
を
し
の
げ
る
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
る

・
防
災
か
ま
ど
縁
台
は
、
座
面
を

外
す
と
、
四
つ
の
鍋
を
同
時
に

調
理
で
き
る
大
型
の
か
ま
ど
に

な
る
。
普
段
は
縁
台
と
し
て
利

用（
防
災
東
屋
に
設
置
）

○
供
用
開
始　

4
月
1
日（
火
）

　「
日
高
防
災
公
園
ま
ゆ
の
里
」が
3
月
25
日
に
完
成
し
、
災
害
時
に
、

支
援
物
資
の
配
給
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
都
市
整
備
課
計
画
整
備
係
　
☎
23

1
7
1
2

　

日
高
地
域
の
中
心
市
街
地
区
域

に
防
災
公
園
を
整
備
し
ま
す
。
災

害
時
は
、
支
援
物
資
の
配
給
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
時
の
応
急
措

置
、
中
長
期
仮
設
住
宅
の
建
設
な

ど
に
活
用
し
ま
す
。

　

普
段
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
憩

え
る
公
園
と
し
て
利
用
い
た
だ
き

ま
す
。

○
所
在
地　

日
高
町
祢
布（
県
立

蚕
業
技
術
セ
ン
タ
ー
跡
地
）

○
敷
地
面
積　
約
0
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル

○
主
な
施
設

・
防
災
倉
庫　
　

1
棟

・
公
衆
便
所　
　

1
棟

・
防
災
ト
イ
レ　

5
基

・
防
災
東
屋　
　

2
棟

・
複
合
遊
具　
　

1
基

・
健
康
器
具　
　

3
基

・
照
明
灯　
　
　

6
灯

○
特
色

・
防
災
倉
庫
の
屋
根
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
を
設
置
し
、
公
衆
便
所
な

ど
に
電
気
を
供
給

「
日
高
防
災
公
園
ま
ゆ
の
里
」竣
工
！

〜
日
高
の
市
街
地
に
災
害
時
の
助
っ
人
施
設
が
完
成
〜

○
日
時　

3
月
30
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分

○
場
所　

日
高
防
災
公
園

防
災
公
園
竣
工
式

・
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜

・
内
容　

事
業
経
過
報
告
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど

施
設
見
学
会
お
よ
び
体
験
学
習
会

・
時
間　

午
前
10
時
10
分
〜

・
内
容　

①
蓼
川
保
育
園
児
ら
の

踊
り
②
炊
き
出
し
の
実
演
、
試

食
③
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
の

体
験（
希
望
者
5
人
程
度
）④
防

災
施
設
見
学
、
遊
具
体
験　

な

ど 竣
工
式
・
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す

防災東屋
防災倉庫

防災トイレ

公衆便所

防災東屋複合遊具 健康器具
健康
器具

複合
遊具

防災トイレ

防災かまど縁台
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■
申
請
窓
口　

政
策
調
整
課
、
各

支
所
総
務
係

※
申
請
用
紙
な
ど
は
政
策
調
整
課
、

各
支
所
お
よ
び
全
但
バ
ス
各
営

業
所
に
設
置（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
）し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
定
住
促
進
お
よ
び
公

共
交
通
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

市
内
の
高
校
生
の
通
学
に
か
か
る

バ
ス
定
期
券
の
購
入
代
金
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
バ
ス

（
全
但
バ
ス
、
イ
ナ
カ
ー
）を
利

用
し
て
通
学
す
る
高
校
生

■
補
助
金
額　

1
カ
月
当
た
り
の

定
期
代
が
1
万
5
千
円
を
超
え

る
場
合
に
、
そ
の
超
え
る
額

■
申
請
者　

高
校
生
を
養
育
す
る

保
護
者（
高
校
生
が
成
人
の
場

合
は
本
人
）

■
申
請
方
法

①
事
前
申
請
…
定
期
券
の
購
入
時

に
補
助
金
額
を
差
し
引
い
た
額

で
購
入
で
き
ま
す（
下
図
参
照
）。

※
平
成
25
年
度
中
に
事
前
申
請
し
、

3
月
31
日
ま
で
に
定
期
券
を
購

入
す
る
場
合
、
4
月
以
降
の
定

期
券
も
購
入
で
き
ま
す
。

②
事
後
申
請
…
定
期
券
の
購
入
後

（
有
効
期
限
経
過
後
に
請
求
）に

補
助
金
を
支
払
い
ま
す
。

※
定
期
券
ご
と
に
申
請
が
必
要

※
有
効
期
限
が
3
月
31
日
の
定
期

券
は
、
平
成
26
年
4
月
10
日
ま

で
に
事
後
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
豊
岡
市
奨
学
生

▼
対
象

①
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

特
別
支
援
学
校
高
等
部
に
在
学

す
る
方

②
大
学（
短
大
を
含
む
）に
在
学
す

る
方

▼
募
集
人
員

　

①
②
各
8
人
程
度

▼
応
募
資
格

・
保
護
者
が
市
内
に
1
年
以
上
居

住
し
て
い
る
こ
と

・
人
物
、
学
力
と
も
に
優
秀
で
、

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
こ
と

・
勉
学
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
経

済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
で
あ

る
こ
と

▼
貸
与
金
額（
月
額
）

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部

　

…
9
9
0
0
円

・
大
学
…
4
万
4
6
5
0
円

▼
申
込
期
間　

4
月
3
日（
木
）〜

18
日（
金
）必
着

※
持
参
の
場
合
、
土
・
日
曜
日
は

受
付
不
可

▼
申
込
方
法　

教
育
総
務
課
ま
た

は
各
支
所
総
務
係
に
あ
る
出
願

豊
岡
市
高
校
生
通
学
バ
ス
定
期
補
助
事
業

高
校
生
の
通
学
バ
ス
定
期
代
を
補
助
し
ま
す

 

奨
学
金
制
度
の
お
知
ら
せ

※
申
請
時
に
は
申
請
書
類
の
ほ
か
、

印
鑑
、
学
生
証
ま
た
は
学
校
長

の
証
明（
在
学
証
明
）が
必
要
で

す
。

■
定
期
券
の
購
入
例（
左
表
）

※
記
載
の
料
金
は
平
成
26
年
3
月

　

時
点
の
料
金

《
問
合
せ
》
政
策
調
整
課

　

☎
21

－

9
0
2
2

○例１　日高町栗栖野～出石（全但バス）の定期券を購入する場合
　　　　〔4/1～4/30、1カ月定期〕　定期券代　　自己負担額　　補助金額
 24,720円 = 15,000円 + 9,720円
○例２　出石町寺坂～豊岡市役所（全但バス）の定期券を購入する場合
　　　　〔4/1～6/30、3カ月定期〕　定期券代　　自己負担額　　補助金額
 70,110円 = 45,000円 + 25,110円
 4月分23,370円  15,000円  8,370円
 【内訳】　5月分23,370円  15,000円  8,370円
 6月分23,370円  15,000円  8,370円

○例３　但東町久畑～出石（全但バス、イナカー）の定期券を購入する場合
　　　　〔4/1～4/30、1カ月定期〕　定期券代　　自己負担額　　補助金額
 25,320円 = 15,000円 + 10,320円

【事前申請イメージ】
①補助金交付申請書、代理受領
委任状を提出（印鑑、学生証ま
たは在学証明が必要）

市 申請者
（対象者） バス会社

②補助金交付決定通知書を交付
　（年度末まで有効）

④定期券を発券

③定期券購入の際、補助金交
付決定通知書を提示し、個人
負担額を支払い

①

②

③

④

書
類
に
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
23

－

1
1
1
7

○
豊
岡
市
交
通
遺
児
奨
学
生

▼
対
象　

主
た
る
生
計
維
持
者

で
あ
る
保
護
者
が
、
交
通
事
故

（
た
だ
し
、
平
成
17
年
4
月
1

日
以
降
に
発
生
し
た
事
故
に

よ
る
も
の
）で
死
亡
ま
た
は
後

遺
障
害
が
あ
る
た
め
働
け
な

く
な
っ
た
方
の
子
弟
で
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
特

別
支
援
学
校
高
等
部
、
ま
た

は
大
学（
短
大
を
含
む
）に
在

学
し
て
い
る
方

▼
給
付
金
額（
月
額
）

・
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

特
別
支
援
学
校
高
等
部

　

…
1
万
5
千
円

・
大
学
…
3
万
円

▼
申
込
期
間

　

随
時

《
申
込
み
・
問
合
せ
》

　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
係

　

☎
23

－

1
1
1
7

（ ）
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▽
4
月
か
ら
の
申
請
期
間

①
平
成
26
年
4
月
か
ら
平
成
27
年

3
月
分
保
険
料（
年
度
中
に
20

歳
に
な
る
方
は
、
加
入
の
届
出

時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）。

②
申
請
時
点
か
ら
過
去
2
年
1
カ

月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
た
保
険

料
未
納
期
間
﹇
注
﹈

※
学
生
納
付
特
例
申
請
が
遅
れ
る

と
、
万
一
の
際
に
障
害
基
礎
年

金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
申
請
は
4
〜
5

月
の
間
に
す
み
や
か
に
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
窓
口

　

市
民
課
ま
た

は
各
支
所
市

民
福
祉
係

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

・
在
学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学

生
証（
両
面
）の
写
し

・
年
金
手
帳
ま
た
は
国
民
年
金
被

保
険
者
資
格
取
得
届

・
印
鑑

※
前
年
度
か
ら
引
き
続
き
制
度
を

利
用
す
る
方
で
、
平
成
26
年
度

の
申
請
書（
は
が
き
形
式
）が
届

い
た
方
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
4
月
中
に
ポ
ス
ト
へ
投
函

　

国
民
年
金
は
、

日
本
に
住
ん
で

い
る
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
方

が
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
学
生
で
あ
っ
て
も
20
歳
以
上

で
あ
れ
ば
加
入
し
て
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
保
険
料
納
付
が
困
難

な
方
に
は
、
在
学
期
間
中
の
保
険

料
を
後
払
い（
10
年
以
内
）に
で
き

る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り

ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
と
、
不

慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
で
障
害
の

状
態
に
な
っ
た
と
き
に
受
給
す
る

「
障
害
基
礎
年
金
」や
、
将
来
受
給

す
る「
老
齢
基
礎
年
金
」の
受
給
資

格
期
間
に
入
る
た
め
、
忘
れ
ず
早

め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

　

対
象
校
に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の

学
生
で
、
前
年
所

得
が
1
1
8
万
円

（
扶
養
家
族
が
あ
る
場
合
、
人
数

に
応
じ
て
加
算
）以
下
の
方

し
て
く
だ
さ

い
。
4
月
中

旬
に
な
っ
て

も
届
か
な
い

場
合
や
学
校

を
変
更
し
た
方
な
ど
は
、
申
請

に
必
要
な
も
の
を
持
参
の
上
、

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い

と
き
や
、
失
業
な
ど
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
申
請
ま

た
は
納
付
猶

予
申
請
が
で

き
ま
す
。

　

平
成
26
年

3
月
末
ま
で

は
、
平
成
25

年
7
月
分
か
ら
の
申
請
し
か
で
き

ま
せ
ん
が
、
平
成
26
年
4
月
か
ら

は
、
過
去
2
年
1
カ
月
に
さ
か
の

ぼ
っ
た
期
間
﹇
注
﹈
の
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
保
険
料

に
未
納
の
あ
る
方
は
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

﹇
注
﹈…
保
険
料
納
付
期
限
日（
翌

月
末
日
、
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）か

ら
2
年
間
。
詳
し
く
は
下
記
の

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
平
成
26
年
度
分
の
申
請
は
、
従

来
ど
お
り
7
月
1
日
か
ら
受
付

し
ま
す
。

▽
失
業
な
ど
の
特
例
免
除
の
期
間

も
拡
大
さ
れ
ま
す

　

災
害
・
失

業
な
ど
を
理

由
と
し
た
免

除（
特
例
免

除
）は
、
こ

れ
ま
で
は
、

申
請
時
点
の
年
度
ま
た
は
前
年
度

に
災
害
・
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ

る
こ
と
が
条
件
で
し
た
。

　

し
か
し
、
4
月
以
降
は
、
災

害
・
失
業
な
ど
の
発
生
前
月
か
ら

災
害
・
失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の

翌
々
年
6
月（
学
生
納
付
特
例
の

場
合
は
翌
々
年
3
月
）ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付

　

平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら

▽
申
請
窓
口
・
問
合
せ

　

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
支
所

市
民
福
祉
係

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
所
得
証

明
や
失
業
の
確
認
が
で
き
る
公

的
書
類
等
が
必
要
な
た
め
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
申
請
を希望

す
る
方
へ

免
除
申
請
が
で
き
る
期
間
が

拡
大
さ
れ
ま
す

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、代
理
者
の
と
き
は
、対
象

者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番

号
の
分
か
る
の
も
の
ほ
か
、委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。

●
4
月
12
日（
土
）は

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
4
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、
28

日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構　

豊
岡
年
金

事
務
所
☎
22

0
9
4
8

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各

支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ
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̶

環
境
へ
の
効
果
は
？

　

段
ボ
ー
ル
は
全
て
再
生
紙
か
ら

で
き
て
い
ま
す
の
で
、
焼
却
し
な

い
限
り
溶
か
し
て
何
度
で
も
再
生

で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
端
材
を
そ
の
ま
ま
加

工
し
て
商
品
化
す
る
こ
と
で
、
再

生
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
消
費
せ
ず
に
再
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
二
酸
化
炭
素

の
発
生
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
商
品
と
し
て

利
益
を
生
む
の
で
、
経

̶

会
社
の
概
要
は
？

　

当
社
は
、
昭
和
30
年
に
豊
岡
市

桜
町
で
創
業
し
た
企
業
で
、
段
ボ

ー
ル
箱
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
当
時
は
家
族
経
営
の
小
さ

な
工
場
で
、
か
ば
ん
製
造
企
業
が

発
注
先
に
商
品
を
送
る
際
に
使
う

段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
49
年
に
株
式
会

社
化
し
、
平
成
元
年
に
豊
岡
中
核

工
業
団
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
社
員
は
22
人
ま
で
増
え
、

顧
客
企
業
は
、
東
は
京
都
府
、
西

は
鳥
取
県
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

̶

環
境
経
済
認
定
事
業
の
内
容
は
？

　

当
社
は
、
大
き
な
段
ボ
ー
ル
シ

ー
ト
を
仕
入
れ
、
顧
客
の
要
望
に

応
じ
た
大
き
さ
や
形
に
カ
ッ
ト
し

て
商
品
化
し
ま
す
。
こ
の
時
に
大

量
の
端
材
が
出
ま
す
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
の
は
、
こ
の

端
材
を
使
っ
て
、
段
ボ
ー
ル
箱
内

の
下
敷
き
や
仕
切
り
板
な
ど
を
製

造
す
る
事
業
で
す
。

　
「
環
境
を
良
く
す
る
事
業
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
と
経
済
は
互
い
に
発
展
し
合
う
」。
こ
の
よ
う
な
環
境
経
済
型
事

業
に
取
り
組
む
企
業
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》環
境
経
済
課
経
済
係
☎
23

4
4
8
0

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
た
め
に

環
境
経
済
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
！

株
式
会
社
豊
岡
紙
器（
神
美
台
）

̶

段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
の
端
材
を
利
用
し
た
下
敷
き
材
等
の
製
造

̶

企業紹介

済
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

̶

他
に
良
い
影
響
は
？

　

端
材
を
保
管
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

で
使
う
の
は
、
手
間
が
掛
か
り
ま

す
。
そ
れ
で
も
続
け
て
い
く
の
は
、

〝
も
っ
た
い
な
い
〞
と
い
う
精
神

を
社
内
で
共
有
し
て
い
る
か
ら
で

す
。〝
も
っ
た
い
な
い
〞
精
神
の

共
有
で
、
日
々
の
業
務
の
中
で
も

経
費
削
減
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う

し
て
会
社
全
体
で
環
境
を
良
く
し

つ
つ
利
益
を
あ
げ
て
い
く
企
業
に

な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

̶

今
後
の
展
開
は
？

　

段
ボ
ー
ル
は
、
再
生
紙
の
た
め
、

非
常
に
環
境
に
や
さ
し
い
材
質
で

す
。
今
後
は
、
石
油
由
来
の
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
の
緩
衝
材
に
代

わ
る
も
の
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

新
商
品
を
開
発
・
提
案
し
て
い
き

た
い
で
す
。

※
詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
☎
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親
が
高
齢
に
な
っ
て
き
た
の
で
、

自
分
が
事
業
を
引
き
継
い
で
事
業

主
に
な
り
た
い
!
そ
の
場
合
、
ど

の
よ
う
な
税
金
が
掛
か
る
で
し
ょ

う
か
？

①
店
舗
が
親
の
名
義
な
の
で
名
義

を
変
え
る

②
事
業
で
使
っ
て
い
る
通
帳
の
名

義
を
変
え
る
…

　

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
!

贈
与
税
が
掛
か
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
!!

　

事
業
を
す
る
た
め
に
、
親
の
土

地
や
建
物
を
無
償
で
使
っ
て
も
、

何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
場
合
、
名
義
を
変
え
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

名
義
変
更
を
す
る
と
、
不
動
産

取
得
税
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
税
金
が

掛
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

残
高
の
あ
る
通
帳
を
引
き
継
ぐ
と
、

贈
与
税
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
、

心
機
一
転
、

頑
張
ろ
う
と

思
っ
て
い
る

の
に
、
い
き

な
り
税
金
が

掛
か
っ
た
り

し
た
ら
意
気
消
沈
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

　

豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
事
業
の
引
き
継
ぎ
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
取
り

払
い
、
豊
岡
市
内
の
事
業
所
の
た

め
の
引
き
継
ぎ
に
関
す
る
こ
と
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

伝
統
が
受
け
継
が
れ
た
1
0
0

年
企
業
が
多
く
残
り
、
素
晴
ら
し

い
ま
ち
に
な
る
よ
う
に
、
み
ん
な

で
事
業
引
き
継
ぎ
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
た
め
に
は
、
早
く
か
ら
事

業
引
き
継
ぎ
を
準
備
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
事
業
引
き
継
ぎ
の
こ

と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
方
は
豊
岡

市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ま
で
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
豊
岡
市
事
業
承
継
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
】

　

後
継
者
問
題
に
よ
る
廃
業
を
防

ぎ
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
24
年
11

月
に
設
置
し
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
市
事
業
承
継
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

　
（
環
境
経
済
課
内
）

　

☎
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事
業
承
継
を
考
え
る
　
⑫

　
　
親
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
ら
税
金
が
掛
か
る
の
？

▲段ボール下敷き材

▲段ボール端材保管庫



　

2
月
28
日
、
鞄
縫
製
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
元
町
）で
、
第

2
期
生
の
修
了
式
が
行
わ
れ
、
10

人
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

豊
岡
市
鞄
縫
製
者
育
成
組
合
代

表
の
木
和
田
智
成
さ
ん
は「
少
し

で
も
早
く
企
業
の
戦
力
と
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
、

　

2
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
構
内

で
開
催
さ
れ
た「
全
日
本
メ
デ
ィ

カ
ル
ラ
リ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
」で
、
関
西
地
区
代
表
と
し
て

参
加
し
た
、
公
立
豊
岡
病
院
と
豊

岡
市
消
防
本
部
の
編
成
チ
ー
ム
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
災
害
現
場
で
い

か
に
迅
速
か
つ
正
確
な
治
療
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う
も
の

で
、
地
震
や
交
通
事
故
、
生
物
兵

器
に
よ
る
テ
ロ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
想
定
の
下
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ

ー
で
、
同
消
防
本
部
の
救
急
救
命

士
、
狩
野
一
道
と
植
田
友
幸
が
中

訓
練
生
を
激
励
し
ま
し
た
。

貝
市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
病
院
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

の
出
動
件
数
が
全
国
最
多
、
ド
ク

タ
ー
カ
ー
の
出
動
件
数
も
平
成
24

年
度
は
1
3
0
0
回
。
医
師
と
救

急
救
命
士
が
現
場
で
会
う
機
会
が

多
く
、
医
師
の
力
量
の
高
さ
と
豊

富
な
経
験
に
加
え
、
両
者
の
信
頼

関
係
が
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

2
月
28
日
、
豊
岡
市
で
、
北
近

畿
エ
リ
ア
で
初
め
て
の
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
実
証
実
験
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
は
、
24

時
間
い
つ
で
も
車
両
を
無
人
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
る
事
前
登
録

制
の
レ
ン
タ
カ
ー
で
す
。
15
分

2
0
0
円
か
ら
利
用
で
き
、
一
般

的
な
レ
ン
タ
カ
ー
に
比
べ
て
、
短

時
間
で
の
利
用
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
な
ど
の
二
次
交
通
と
し

て
の
有
効
性
や
公
用
車
の
効
率
的

な
運
用
を
検
証
し
ま
す
。

　

車
は
、
市
本
庁
舎
駐
車
場
に
2

台（
公
用
車
と
し
て
も
利
用
）、
Ｊ

Ｒ
豊
岡
駅
前
駐
車
場
に
3
台
配
置

し
て
い
ま
す
。

　

観
光
客
や
車
を
持
た
ず
に
豊
岡

に
赴
任
さ
れ
た
方
だ
け
で
な
く
、

市
民
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
利
用
は
有
料
で
、
会
員
登
録
や

　

ネ
ッ
ト
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　【
利
用
例
】

1　

電
車
を
利
用
し
て
Ｊ
Ｒ
豊
岡

駅
に
着
い
た
観
光
客
な
ど
が
、

バ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な

く
て
も
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

を
利
用
し
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

公
園
や
玄
武
洞
公
園
な
ど
の
観

光
地
を
ま
わ
る
。　

2　

家
族
が
帰
省
し
た
と
き
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
自
家
用
車
で

人
と
荷
物
を
運
ぶ
に
は
不
足
で

あ
る
と
き
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
で
7
人
乗
り
の
普
通
乗
用
車

を
利
用
す
る
。　

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
や
活
用

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
詳
細
は
、

左
記
の
サ
イ
ト
に
掲
載

　

http://plus.tim
escar.jp/

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
2
月
】

14
日
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
関
連

　
　
　

メ
デ
ィ
ア
取
材
来
訪（
〜

15
日
）

15
日
・
兵
庫
県
北
部
合
同
企
業
説

明
会

　
　

・
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校

フ
ィ
ー
ル
デ
イ
ズ
in
豊
岡

（
〜
16
日
）

17
日
・
平
成
26
年
第
1
回
豊
岡
市

議
会
全
員
協
議
会

25
日
・
豊
岡
市
経
営
方
針
会
議

　
　

・
京
都
府
福
知
山
市
と
災
害

時
相
互
応
援
協
定
締
結

　
　

・
全
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ

ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

で
公
立
豊
岡
病
院
・
市
消

防
本
部
編
成
チ
ー
ム
優
勝

26
日
・
豊
岡
市
都
市
計
画
審
議
会

　
　

・
豊
岡
市
新
し
い
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
検
討

委
員
会

28
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜

3
月
27
日
）

　
　

・
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業

開
始

【
3
月
】

4
日
・
市
民
安
全
確
保
推
進
会
議

　
　

・
ハ
チ
ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地

人
工
巣
塔
で
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
産
卵
確
認（
7
年
連
続
）

▲JR豊岡駅前駐車場に配置するカー
シェアリング車

▲（上段左から）前山博
ひろ

輝
き

医師、
小林誠

まこ

人
と

救命救急センター
長、植田救命士（下段左か
ら）狩野救命士、清水真美
子看護師、中

なか

嶋
じま

麻
ま

里
り

医師
▲訓練生代表で、松田智子さ
んがあいさつ

〜
豊
岡
の
地
場
産
業「
か
ば
ん
」を
支
え
る
訓
練
生
〜

鞄
縫
製
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
第
２
期
生
修
了
式
を
開
催

〜
日
本
一
の
救
急
救
命
〜「
全
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
リ
ー

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」最
優
秀
賞
を
受
賞
！

〜
観
光
客
や
市
民
の
利
便
性
向
上
＋
公
用
車
を
有
効
活
用
〜

北
近
畿
初
！
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト
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あ
の
日
、
津
波
は
福
島
県
い
わ

き
市
立
豊
間
中
学
校
も
襲
い
ま
し

た
。
体
育
館
に
あ
っ
た
ピ
ア
ノ
も

泥
と
が
れ
き
に
埋
も
れ
ま
し
た
。

自
衛
隊
員
が
そ
れ
を
見
つ
け
、「
ひ

ょ
っ
と
し
た
ら
鳴
る
の
で
は
な
い

か
。
校
歌
を
歌
っ
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
」と
、壊
さ
ず
に
体
育
館

の
中
央
に
残
し
て
帰
任
し
ま
し
た
。

　

塩
分
を
含
ん
だ
泥
と
悪
臭
に
包

ま
れ
て
い
た
ピ
ア
ノ
は
、
地
元
の

調
律
師
に
よ
っ
て
懸
命
の
修
復
作

業
が
続
け
ら
れ
、
よ
み
が
え
り
ま

し
た
。

　

3
月
2
日
、
そ
の
ピ
ア
ノ
と
普

天
間
か
お
り
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

が
豊
岡
で
あ
り
ま
し
た
。
会
場
は

感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
普
天
間

さ
ん
の
名
曲「
守
り
た
い
も
の
」は

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
誕
生
か
ら
巣
立
ち

ま
で
の
映
像
と
共
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

文
化
館
で
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
震

災
の
と
き
、
普
天
間
さ
ん
は
、
ラ

ジ
オ
福
島
で
放
送
中
で
し
た
。

　

2
月
26
日
。中
澤
宗
幸
・
き
み
子

夫
妻
の
講
演
と
コ
ン
サ
ー
ト
が
豊

岡
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

宗
幸
さ
ん
は
世
界
的
な
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
ド
ク
タ
ー
で
す
。
津
波
の
が

れ
き
を
テ
レ
ビ
で
見
て
お
ら
れ
た

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏
者
の
き
み
子
さ

ん
の
一
言
。「
あ
れ
、元
は
が
れ
き

じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
?
」

　

適
し
た
木
が
探
し
出
し
さ
れ
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

奇
跡
の
一
本
松
も
使
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
作
ら
れ
た
ヴ
ィ
オ
ラ
は
、

皇
太
子
さ
ま
が
演
奏
さ
れ
た
こ
と

で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
津

波
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏
と
講
演

は
、
私
た
ち
の
心
に
し
み
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
込

め
ら
れ
た
願
い
。
そ
の
願
い
の
美

し
さ
が
、
人
々
の
心
を
打
ち
ま
す
。

　

被
災
地
か
ら
は「
忘
れ
な
い
で
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
本
当
は
、
日
々
の
事
柄

に
紛
れ
て
、
忘
れ
ず
に
い
る
こ
と

は
困
難
で
す
。
が
、
思
い
出
す
こ

と
な
ら
、
で
き
ま
す
。

　

2
月
13
日
。
出
張
で
仙
台
に
行

き
ま
し
た
。
帰
り
道
、
空
港
の
ロ

ビ
ー
に
い
る
と
妻
か
ら
メ
ー
ル
が

入
り
ま
し
た
。「
今
日
は
仙
台
空
港

ね
。
市
民
を
代
表
し
て
手
を
合
わ

せ
て
あ
げ
て
ね
」

　

そ
う
し
ま
し
た
。
空
港
の
近
く

で
、
豊
岡
の
若
い
命
が
津
波
に
さ

ら
わ
れ
た
の
で
し
た
。

あ
れ
か
ら
3
年

77

　

2
月
15
〜
16
日
、
世
界
一
田
め

に
な
る
学
校
フ
ィ
ー
ル
デ
イ
ズ
が

豊
岡
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
『
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校
』は
、

田
ん
ぼ
や
そ
こ
で
育
ま
れ
る
小
さ

な
命
の
大
切
さ
を
学
び
、
多
く
の

人
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、
夏
休
み

期
間
の
1
日
、
東
京
大
学
で
開
校

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
そ
の
田
ん
ぼ
や
命
に
対

し
て
、
自
分
た
ち
が
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
、行
動
す
る
た
め『
世

界
一
田
め
に
な
る
学
校
・
フ
ィ
ー

ル
デ
イ
ズ
in
豊
岡
』を
開
催
し
ま

し
た
。

　

宮
城
県
大
崎
市
、
新
潟
県
佐
渡

市
、
豊
岡
市
の
子
ど
も
た
ち
18
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
最
初
に
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
観
察
し
、
続
い
て
冬
水
た
ん
ぼ

で
生
き
も
の
を
調
査
。
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
人

一
人
が
行
っ
た
田
ん
ぼ
の
た
め
の

行
動
を
話
し
合
い
、
自
分
の
行
動

を
見
つ
め
直
し
ま
し
た
。
二
日
目

は
、
地
域
の
よ
り
多
く
の
人
た
ち

に
広
げ
て
い
く
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
を
考
え
、
発
表
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
田
ん
ぼ
の
た
め
に

な
る
行
動
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

2
月
25
日
、
豊
岡
市
と
京
都
府

福
知
山
市
は
、
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
9
月
の
台
風
18
号
で

被
災
し
た
福
知
山
市
を
支
援
し
た

縁
で
、
今
回
の
協
定
締
結
と
な
り

ま
し
た
。

　

豊
岡
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調
印

式
に
は
、
福
知
山
市
か
ら
は
、
松

山
正ま

さ

治じ

福
知
山
市
長
、
同
市
議
会

の
田
渕
裕
二
総
務
委
員
長
等
が
出

席
。
豊
岡
市
議
会
の
野
口
逸
敏
議

長
と
田
渕
総
務
委
員
長
の
立
会
い

の
も
と
、
中
貝
市
長
と
松
山
市
長

が
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

中
貝
市
長
は「
互
い
に
大
き
な

災
害
を
経
験
し
、
つ
ら
さ
も
知
っ

て
い
る
。
補
完
し
合
い
な
が
ら
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

松
山
市
長
は「
台
風
18
号
災
害

の
際
の
支
援
に
大
変
感
謝
し
て
い

る
。
今
後
は
、
日
頃
か
ら
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

〜
も
し
も
の
時
、近
隣
市
の
強
力
な
助
っ
人
〜

京
都
府
福
知
山
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結

〜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
現
地
学
習
〜

「
世
界
一
田
め
に
な
る
学
校
・
フ
ィ
ー
ル
デ
イ
ズ
in
豊
岡
」開
催

▲田んぼで採れた生きものを探す
▲（左から）野口議長、中貝市長、松山
市長、田渕総務委員長

野
で
交
流
を
行
い
た
い
」と
、
話

し
て
い
ま
し
た
。
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か
つ
て
小
･
中
学
校
で
教
壇
に
立
ち
、
退
職
後
、
但
馬

地
域
出
身
の
人
物
を
小
説
に
描
い
て
い
る
元
気
な
男
性
を

紹
介
し
ま
す
。

水み
ず

嶋し
ま　

元は
じ
め

さ
ん（
83
歳
）日
高
町
広
井

身
近
で
偉
大
な
人
物
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

小
説
と
い
う
形
で
残
し
た
い
！何百冊もの資料に囲まれ筆を執る但馬文学会同人誌｢野火｣

添
え
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

「
文
学
」へ
の
こ
だ
わ
り

　

水
嶋
さ
ん
は「
周
囲
か
ら
、
時

代
小
説
み
た
い
な
難
し
い
も
の
で

な
く『
野
火
』に
寄
稿
す
る
よ
う
な

私
小
説
的
な
も
の
を
書
い
て
み
れ

ば
、
と
言
わ
れ
る
。
文
学
自
体
が

『
難
し
い
』と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、

あ
え
て
人
物
を
描
い
た
時
代
小
説

に
こ
だ
わ
り
た
い
」と
語
り
ま
す
。

「
但
馬
地
域
出
身
の
偉
大
な
人
物

が
い
る
。
地
元
で
す
ら
知
ら
れ
て

い
な
い
方
を
記
録（
郷
土
偉
人
伝

記
な
ど
）し
、
世
に
知
ら
せ
た
い
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
読
ん
で『
小

説
を
書
い
て
み
た
い
』と
発
奮
す

る
若
者
が
出
て
ほ
し
い
。
そ
の
一

端
を
担
え
れ
ば
」と
期
待
を
込
め

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
書
き
続
け
る
思
い

　
「
構
想
を
頭
に
思
い
描
き
な
が

ら
小
説
を
書
く
の
は
楽
し
い
」と

言
う
水
嶋
さ
ん
の
趣
味
は「
ス
ト

レ
ス
解
消
に
ピ
ア
ノ
を
弾
く
こ
と

（
笑
）」。
楽
譜
を
見
な
が
ら
だ
と

目
や
頭
が
痛
く
な
る
の
で
楽
譜
な

し
で
弾
く
の
だ
と
か
…
。

　

今
後
も
執
筆
を
続
け
る
水
嶋
さ

ん
は「
豊
岡
は
題
材
が
多
く
、も
っ

と
書
き
た
い
。
明
治
か
ら
昭
和
の

群
像
を
、
ぜ
ひ
と
も
仕
上
げ
て
み

た
い
」と
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
小
説
を
出
版

　
「
本
の
題
材
は
、
遠
く
よ
り
近

く
の
人
物
を
取
り
上
げ
た
い
」と

思
い
続
け
る
水
嶋
さ
ん
。
最
初
に

出
版
し
た
の
は『
ひ
め
く
り
の
詩う
た

』

で
、
豊
岡
の
杞き

柳り
ゅ
う

商
人
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
次
い
で『
山
名
宗
全
』。

但
馬
全
域
を
も
治
め
た
山
名
氏
を

描
く
た
め『
但
馬
史
』や
旧
1
市
18

町
の
市
町
史
を
読
み
、
京
都
の
資

料
館
に
通
っ
て
は
資
料
な
ど
を
収

集
し
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。

　

後
日
出
版
さ
れ
た
本
の
中
に
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
擬
人
化
し
た
作
品

『
紙
の
窓
』が
あ
り
ま
す
。
水
嶋
さ

ん
は
自
ら
、
国
内
最
後
の
生
息
地

（
豊
岡
の
六
方
田
ん
ぼ
）で
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
観
察
し
て
い
て
、「
コ
ウ

ノ
ト
リ
を
は
じ
め
、
日
本
文
化
の

美
意
識
を
織
り
込
ん
だ
作
品
に
仕

上
が
っ
た
」と
誇
り
ま
す
。

周
囲
の
協
力
を
忘
れ
な
い
！

　

水
嶋
さ
ん
は「
ど
の
小
説
で
も

資
料
収
集
は
大
変
だ
が
、
取
材
す

る
と
き
の
楽
し
み
が
あ
る
。
資
料

調
査
の
た
め
に
遠
方
に
行
く
旅
行

（
海
外
も
!
）が
そ
の
一
つ
。
調
査

の
た
め
と
は
い
う
も
の
の
、
教
職

員
仲
間
や
友
人
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
」と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
水

嶋
さ
ん
は
出
版
時
、
あ
と
が
き
に

協
力
者
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を

　

日
高
地
域
の
自
宅
で
小
説
を
執

筆
し
、
そ
の
大
半
を
自
費
出
版
し

て
い
る
の
は
、
水
嶋　

元
さ
ん
。

　

本
来
、
も
の
を
書
く
の
が
好
き

だ
っ
た
と
い
う
水
嶋
さ
ん
は
、
教

職
員
時
代
か
ら
、
但
馬
の
歴
史
や

時
代
小
説
を
書
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
退
職
後
に
本
格
的
に

執
筆
活
動
を
始
め
、
但
馬
地
域
の

人
物
に
焦
点
を
当
て
た
小
説
を
世

に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

作
家
に
な
り
た
い
…

教
職
員
時
代
か
ら
の
夢
！

　

一
時
期
は
、
職
を
辞
め
て
ま
で

作
家
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
水

嶋
さ
ん
。「
作
家
に
な
ろ
う
」と
思

う
き
っ
か
け
は
、
あ
る
小
学
校
で

担
任
を
し
て
い
た
頃
、
授
業
の
一

環
で
創
作
童
話
を
書
い
て
い
て
、

同
時
に
短
編
小
説
を
書
き
始
め
た

こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
作
家
で

の
生
活
は
不
透
明
で
、
周
囲
の
反

対
な
ど
も
あ
り
、
教
職
に
専
念
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

退
職
ま
で
持
ち
越
し
た
夢
の
実

現
で
す
。
執
筆
活
動
に
当
た
っ
て

は
、
但
馬
地
域
の
文
学
振
興
を
目

的
に
、
志
あ
る
方
々
と「
但
馬
文

学
会
」を
設
立
し
、
文
学
執
筆
の

拠
点
と
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
年

に
1
〜
2
回
、
同
人
誌『
野の

火び

』を

発
行
し
て
い
ま
す
。

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

出版は大半が自費
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い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
ぬ
書
の
魅
力

合ね

歓む

の
木
、木も

く

犀せ
い

会（
豊
岡
）

  

書
く
こ
と
で
文
字
の
美
を
表
現

す
る
東
洋
の
造
形
美
術「
書
道
」の

サ
ー
ク
ル
、「
合
歓
の
木
」と「
木
犀

会
」は
、
き
ょ
う
だ
い
で
す
。
共
に
、

旧
労
働
会
館
で
開
設
さ
れ
た
書
道

基
礎
講
座
の
修
了
生
が
設
立
し
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
短
く
て
2
年
、

長
く
て
10
年
を

超
え
る
方
も
多

い
歴
史
あ
る
サ

ー
ク
ル
で
す
。

　
「
合
歓
の
木
」

は
第
1
・
3
水

曜
日
、「
木
犀

会
」は
第
1
・

3
木
曜
日
に
活

動
し
、
ど
ち
ら

も
高
橋
龍り
ゅ
う

鳳ほ
う

さ

ん
が
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

入
会
理
由
を
聞
く
と「
き
れ
い

な
字
を
見
る
と
、
ど
ん
な
す
て
き

な
方
だ
ろ
う
と
思
う
。
書
は
内
面

磨
き
が
で
き
る
」「
字
が
う
ま
く
な

り
た
い
」「
ず
っ
と
書
を
し
た
か
っ

た
」「
長
く
続
け
ら
れ
る
と
思
っ

て
」「
書
は
難
し
い
け
ど
、奥
深
い
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

書
は
、
漢
字
、
か
な
、
ペ
ン
、

細
字
、
漢
字
条
副
、
か
な
条
副
、

古
典
臨
書
の
中
か
ら
、
最
低
4
種

類
を
選
び
、
競
書
に
参
加
し
て
、

級
や
段
位
を
受
け
ま
す
。
ま
た
、

但
馬
書
展
や
京
都
の
展
覧
会
に
出

品
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は「
手
本
を
し
っ
か

り
見
て
、
1
日
に

3
枚
書
き
な
さ
い
」

と
い
う
言
葉
を
守

り
、
頑
張
っ
て
い
ま

す
。　

指
導
者
の
高

橋
さ
ん
は「
字
を
書

く
こ
と
は
一
生
。
個

人
単
位
の
教
室
と
違

い
、
サ
ー
ク
ル
は
皆

さ
ん
が
仲
良
く
、
和

が
あ
り
、
難
し
い
こ

と
も
楽
し
く
、
長
く
続
け
ら
れ
ま

す
。
私
は
、
先
生
と
い
う
よ
り
、

知
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
く

と
い
う
気
持
ち
で
す
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

食
事
会
で
い
ろ
い
ろ
語
り
あ
う

こ
と
も
。
楽
し
い
雰
囲
気
も
、
サ

ー
ク
ル
が
長
続
き
し
て
い
る
理
由

で
す
。 ▲昇格試験の出品作品の選考風景（「合

歓の木｣）

　

2
月
27
日
、
市
役
所
城
崎
支
所
で
、
豊
岡
鞄
協

会
か
ら
N
O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
へ
選
手

用
か
ば
ん
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
か
ば
ん
は
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
と
リ

ュ
ッ
ク
の
セ
ッ
ト（
計
30
セ
ッ
ト
）で
、
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
が
リ
ュ
ッ
ク
の
中
に
納
ま
る
た
め
、
選
手
が

シ
ュ
ー
ズ
や
グ
ラ
ブ
な
ど
の
野
球
道
具
を
入
れ
て

自
転
車
な
ど
で
移
動
す
る
の
に
最
適
。

　

同
ク
ラ
ブ
代
表
理
事
の
野
茂
英
雄
さ
ん
は「
今

回
は
、
私
の
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、

素
晴
ら
し
い
か
ば
ん
を
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
か
ば
ん
を
持
っ
て
、
ぜ
ひ
、
都
市
対
抗
に
出

場
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

3
月
9
日
、
二
胡
&
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
会
が
福

住
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
約
80
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
二
胡
と
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
が
協
演
。
宝
塚
歌
劇
で
お
な
じ
み
の「
す
み

れ
の
花
咲
く
頃
」や
映
画「
夜
霧
の
し
の
び
逢あ

い
」

な
ど
の
曲
も
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
の
後
、
会
場

は「
う
た
ご
え
喫
茶
」に
早
変
わ
り
。
参
加
者
の
リ

ク
エ
ス
ト
曲
を
数
曲
、
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
演
奏

会
は
、
二
胡
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
、
ハ

ー
モ
ニ
カ
の
協
奏
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

豊
岡
鞄
協
会
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
へ

選
手
用
か
ば
ん
の
贈
呈

か
ば
ん
を
通
し
て
ク
ラ
ブ
を
Ｐ
Ｒ
！

二に

胡こ

＆
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
会

聞
き
慣
れ
な
い
二
胡
の
音
色
に
心
酔
!? ▲豊岡鞄協会会長　卯野隆也さんらからかばんを受け取る野

茂さんと清水監督

▲口で吹く、弦をこする、はじく楽器の組合せ

※「笑顔の輪」の拡充版を市ホームページに掲載しています

※
二
胡
…
中
国
の
伝
統
的
擦さ
つ

弦
楽
器
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
60

　
〜
新
聞
の
訪
問
販
売
ト
ラ
ブ
ル
　
長
期
契
約
に
注
意
〜

　

新
聞
の
購
読
契
約
に
関
す
る
相

談
は
、
年
間
を
通
し
て
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
勧
誘
方
法
や
契

約
期
間
に
問
題
の
あ
る
相
談
が
多

く
を
占
め
ま
す
が
、
中
に
は「
別

の
新
聞
を
読
み
た
く
な
っ
た
」「
契

約
が
重
複
し
た
の
で
や
め
た
い
」

な
ど
、
消
費
者
側
の
一
方
的
な
理

由
で
解
約
を
求
め
る
相
談
も
あ
り

ま
す
。

　

問
題
な
く
成
立
し
た
契
約
は
、

一
方
的
に
や
め

る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
契
約

す
る
際
は
十
分

に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

事
例
1

　

突
然
、
い
つ
も
と
違
う
新
聞
が

配
達
さ
れ
て
驚
い
た
。
よ
く
考
え

る
と
、
数
年
前
に
自
宅
を
訪
問
し

て
き
た
新
聞
販
売
員
か
ら
勧
め
ら

れ
、
契
約
し
た
か
も
し
れ
な
い
が

覚
え
て
い
な
い
。
二
紙
も
必
要
な

い
の
で
、
ど
ち
ら
か
を
や
め
た
い
。

事
例
2

　

以
前
、
自
宅
を
訪
問
し
て
き
た

新
聞
販
売
員
に「
2
年
後
に
購
読

《
契
約
期
間
に
注
意
す
る
》

　

長
期
の
契
約
で
は
、
入
院
な
ど

の
生
活
の
変
化
で
購
読
を
続
け
ら

れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

契
約
を
す
る
前
に
先
の
見
通
せ

る
範
囲
で
あ
る
か
慎
重
に
考
え
、

長
期
の
契
約
や
、
数
年
先
か
ら
の

契
約
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

《
高
額
な
景
品
に
惑
わ
さ
れ
な
い
》

　

景
品
表
示
法
に
基
づ
き
、
新
聞

を
販
売
す
る
際
の
景
品
類
の
上
限

価
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

大
で
6
カ
月
分
の
購
読
料
の
8
パ

ー
セ
ン
ト
ま
で
で
す
。
高
額
な
景

品
は
解
約
時
に
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

ま
す
。
景
品
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
、

自
分
に
あ
っ
た
契
約
か
冷
静
に
判

断
し
ま
し
ょ
う
。

　

新
聞
購
読
の
中
途
解
約
に
関
す

る
指
針
と
し
て「
新
聞
購
読
契
約

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」が
策

定
さ
れ
て
お
り
、
契
約
者
に
や
む

を
得
な
い
理
由
が
あ
れ
ば
解
約
も

可
能
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

ら
す
ぐ
に
、
豊
岡
市
く
ら
し
の
相

談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
が
切
れ
る
の
で
、
引
き
続
き

5
年
間
の
契
約
を
し
て
ほ
し
い
。

今
な
ら
1
万
円
分
の
商
品
券
を
あ

げ
る
」と
強
引
に
言
わ
れ
、
新
聞

購
読
を
5
年
契
約
し
た
。
そ
の
後
、

親
族
の
介
護
の
た
め
家
を
留
守
に

し
が
ち
に
な
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

販
売
店
に
購
読
を
や
め
た
い
と
連

絡
し
た
。
す
る
と
、
販
売
店
か
ら

は
、
契
約
時
に
渡
し
た
景
品
代
と

違
約
金
を
支
払
う
よ
う
に
言
わ
れ

た
。トラ

ブ
ル
を
避
け
る
に
は

《
契
約
を
理
解
す
る
》

　

訪
問
販
売
で
新
聞
購
読
を
契
約

し
た
場
合
、
8
日
以
内
な
ら
、
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

し
か
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期

間
が
過
ぎ
る
と
、
契
約
書
の
内
容

に
問
題
が
な
け
れ
ば
、
消
費
者
の

都
合
で
一
方
的
に
無
条
件
で
の
解

約
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
購
読
期
間
を

定
め
て
い
な

い
契
約
は
、

い
つ
で
も
解

約
で
き
ま
す

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1

　

医
療
技
術
の
進
歩
で
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
や
人
工
関
節
な
ど
を
入

れ
た
方
の
多
く
が
、
大
き
な
支
障

な
く
、
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
4
月
1
日
か

ら
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
人
工
関
節

な
ど
を
入
れ
た
方
に
対
す
る
身
体

障
害
者
手
帳
の
認
定
基
準
が
変
わ

り
ま
す
。

　

新
た
な
認
定
基
準
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。

適
用
期
日

　

4
月
1
日
以
降
の
申
請
か
ら
、

新
た
な
認
定
基
準
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

※
経
過
措
置　

3
月
中
に「
診
断

書
・
意
見
書
」を
作
成
し
た
方
は
、

6
月
末
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
従

来
の
基
準
で
認
定
さ
れ
ま
す
。

《
問
合
せ
》社
会
福
祉
課

　

☎
24

7
0
3
3

身
体
障
害
者
手
帳
の

 

「
障
害
認
定
基
準
」が
変
わ
り
ま
す

《新たな障害認定基準》

適用日
ペースメーカー
などを入れた方
（心臓機能障害）

人工関節などを
入れた方

（肢体不自由）

３月まで 一律１級に認定

【股関節・膝関節】
一律４級に認定
【足関節】
一律５級に認定

４月から

１級、３級、４級の
いずれかに認定
※ペースメーカー
などへの依存度
やＡＤＬの制限
の程度に応じ認
定

※一定期間（３年）
　以内に再認定

【股関節・膝関節】
４級、５級、７級、非該
当のいずれかに認定
【足関節】
５級、６級、７級、非該
当のいずれかに認定
※術後の経過の安定し
た時点での関節可動
域などに応じ認定
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兵
庫
県
く
す
の
き
賞
　

▽
つ
く
し
の
会（
城
南
町
）

　

視
覚
障
害
者
の
た
め
の「
声
の
広

報
」と
し
て
、
市
広
報
紙
と
市
議

会
だ
よ
り
の
音
声
化（
C
D
・
テ

ー
プ
の
制
作
）と
発
送
作
業
を
行

い
、
ま
た
、
市
視
覚
障
害
者
の
歩

行
介
助
や
作
業
介
助
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
な
ど
、

こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
貢

献
し
ま
し
た
。

兵
庫
県
の
じ
ぎ
く
賞

▽
船
谷
晃
一（
津
居
山
）

平
成
25
年
度

兵
庫
県
統
計
功
労
者
表
彰

■
県
知
事
表
彰

▽
飯
田
み
ど
り（
日
高
町
名
色
）

▽
河
本
木
美
子（
妙
楽
寺
）

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

▽
株
式
会
社
ト
ヨ
ダ　
フ
レ
ッ
シュ
バ

ザ
ー
ル
豊
岡
江
本
店（
今
森
）

第
62
回
兵
庫
県
福
祉
大
会
知
事
表
彰

■
社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者

▽
岡　

潔
子（
百
合
地
）

▽
岡
山
ま
さ
代（
法
花
寺
）

▽
近
藤
義
明（
三
坂
）

▽
中
村
由
美（
日
高
町
祢
布
）

▽
松
本
和わ

子こ（
正
法
寺
）

■
民
生
委
員
児
童
委
員
功
労
者

▽
河
本
正
行（
城
崎
町
湯
島
）

▽
佐
藤
繒え

子こ（
城
崎
町
湯
島
）

▽
和
田
惠よ
し

子こ（
城
崎
町
湯
島
）

平
成
25
年
度
兵
庫
県
　
　
　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
賞

▽
坂
井
正
明（
野
上
）

平
成
25
年
度
兵
庫
県
水
稲
　

食
味
向
上
技
術
共
励
会

■
最
優
秀
賞（
県
知
事
賞
）

▽
青
山
直
也（
日
高
町
山
田
）

平
成
25
年
度
お
い
し
い
ご
は
ん
を

 

食
べ
よ
う
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト

■
中
学
生
の
部
　
最
優
秀
賞（
県

知
事
賞
）

▽
並
河
沙
耶
香（
豊
岡
南
中
3
年
）

第
51
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー

 

大
会
に
出
場
し
ま
し
た

（
2
月
2
〜
5
日
、
群
馬
県
片
品

村
）

■
ア
ル
ペ
ン
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
増
田
菜
々
子（
日
高
西
中
2
年
）

■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
男
子

▽
藤
原
利
信（
日
高
西
中
2
年
）

第
63
回
全
国
高
等
学
校

ス
キ
ー
大
会
に
出
場
し
ま
し
た

（
2
月
4
〜
8
日
、
福
島
県
猪
苗

代
町
）

■
ア
ル
ペ
ン
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
井
上
和
真（
豊
岡
総
合
高
1
年
）

■
ア
ル
ペ
ン
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
増
田
友
樹（
福
知
山
成
美
高
2

　

年
、
日
高
町
山
田
）

■
ア
ル
ペ
ン
男
子
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
飯
田
剛
志（
豊
岡
高
2
年
）

■
ア
ル
ペ
ン
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ス
ラ
ロ
ー
ム

▽
岡
森
あ
す
か（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

第
69
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

　「
や
ま
が
た
樹
氷
国
体
」

ス
キ
ー
競
技
会
に
出
場
し
ま
し
た

（
2
月
21
〜
24
日
、
山
形
県
山
形

市
・
上
山
市
）

■
成
年
男
子
C
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

▽
佐
古
昌
洋（
香
住
）

■
成
年
女
子
A
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

ラ
ロ
ー
ム

▽
西
村
衿え
り

香か（
日
高
町
山
田
）

■
少
年
男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム

▽
井
上
和
真（
豊
岡
総
合
高
1
年
）

■
少
年
女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ

ロ
ー
ム

▽
岡
森
あ
す
か（
豊
岡
総
合
高
3
年
）

■
全
種
別
　
監
督

▽
岡
森
且か
つ

哉や（
日
高
町
万
場
）

第
41
回
兵
庫
県

 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

■
小
学
校
部
門
　
金
賞

▽
日
高
小
学
校
・
金
管
8
重
奏

　
（
日
高
町
岩
中
）

■
中
学
校
部
門
　
金
賞

▽
日
高
東
中
学
校
・
打
楽
器
5
重

奏（
日
高
町
水
上
）

豊
岡
市
消
防
本
部
消
防
長
感
謝
状

▽
船
谷
晃
一（
津
居
山
）

　

2
月
18
日
、
津
居
山
の
船
揚
場

で
、
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
海
に

飛
び
込
み
、
海
中
に
転
落
し
た
車

両
か
ら
女
性
を
救
出
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

■
社
会
福
祉
事
業
従
事
功
労
者

▽
酒
井
み
ど
り（
日
高
町
岩
中
）

消
防
庁
長
官
表
彰

■
永
年
勤
続
功
労
章

▽
大
野
伸
治（
竹
野
町
森
本
）

▽
杉
垣
明
彦（
竹
野
町
和
田
）

▽
中
嶋
勝
己（
出
石
町
町
分
）

■
表
彰
旗

▽
竹
野
消
防
団

第
66
回
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

▽
加
藤
一
夫（
出
石
町
奥
小
野
）

■
精
績
章

▽
石
田
一
幸（
但
東
町
久
畑
）

▽
大
野
伸
治（
竹
野
町
森
本
）

▽
木
村
壽と
し

孝た
か（
城
崎
町
湯
島
）

▽
藤
原
正
利（
日
高
町
十
戸
）

▽
和
田
和か
ず

人と（
圡
渕
）

■
勤
続
章

▽
小
田
垣
敏
明（
竹
野
町
三
原
）

▽
信
免　

篤（
竹
野
町
椒
）

▽
新
免
和か
ず

史し（
竹
野
町
椒
）

▽
田
中
徳
夫（
但
東
町
天
谷
）

▽
成
田
安
浩（
日
高
町
久
斗
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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●豊 岡 市 役 所
　☎23－1111
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期
　
間

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動　

 

４
月
６
日（
日
）〜
15
日（
火
）

　

子
ど
も
や
高
齢
者
を
見
掛
け
た

ら
、
速
度
を
落
と
し
て
動
き
に
注

意
す
る
な
ど
、「
思
い
や
り
と
ゆ
と

り
の
あ
る
運
転
」に
努
め
ま
し
ょ

う
。

　

重
点
項
目
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

■
交
通
死
亡
事
故
が
多
発

　

昨
年
、
市
内
に
お
け
る
交
通
事

故
死
者
数
は
4
人
で
、
そ
の
う
ち

3
人
が
高
齢
者
で
し
た
。

　

市
は
、
平
成
26
年
度
も
引
き
続

き「
高
齢
者
交
通
安
全
対
策
重
点

推
進
地
域
」に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど

事
故
防
止
に
努
め
ま
す
。

■
運
転
免
許
自
主
返
納
制
度

　

65
歳
以
上
で
、
運
転
に
自
信

が
な
く
な
っ
た
方
や
家
族
か
ら

「
運
転
が
心
配
」と
言
わ
れ
た
方
は
、

警
察
に
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し

ま
し
ょ
う
。

　

返
納
者
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
特

典（
路
線
バ
ス
の
料
金
半
額
、
市

内
の
温
泉
入
浴
料
の
減
額
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

9
0
0
1

催
　
し

カ
ラ
ダ
引
き
締
め
応
援
ひ
ろ
ば

日
4
月
18
日
、
5
月
16
日
、
6
月

20
日
・
27
日
、
7
月
11
日
の
い

ず
れ
も
金
曜
日
午
前
11
時
〜
正

午
所
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
健
康
福
祉

施
設　

多
目
的
ホ
ー
ル（
立
野

町
）

内
筋
ト
レ
指
導〔
熊
本
大
学
教
授

（
Dr.
ツ
ヅ
ク
）　

都つ

竹づ
く

茂
樹
さ
ん
〕、

歩
キ
ン
グ
指
導（
大
阪
産
業
大

学
准
教
授　

佐
藤
真
治
さ
ん
）

※
1
回
の
み
の
参
加
可

問
健
康
増
進
課
☎
24

1
1
2
7

平
成
26
年
度
豊
岡
市

日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

日
4
月
6
日（
日
）午
前
9
時
〜
11

　

時
30
分

所
日
高
支
所
前
駐
車
場（
日
高
町

　

祢に
ょ
う布
）

内
表
彰
式
、
分
列
行
進
、
一
斉
放

　

水
他・

4
月
5
日（
土
）午
前
8
時
か
ら

　

6
日（
日
）正
午
ま
で
、
日
高
支

　

所
前
駐
車
場
は
使
用
不
可

・
4
月
6
日（
日
）午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
日
高
支
所
前
の
市
道

は
車
両
通
行
止
め
。
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
日
高
支
所
総
務
係

　

☎
21

9
0
5
2

豊
岡
市
役
所
新
庁
舎
竣
工
イ

ベ
ン
ト「
城
崎
・
芸
術
と

文
化
の
会
作
品
展
」

日
4
月
4
日（
金
）〜
17
日（
木
）

所
豊
岡
稽
古
堂
1
階（
中
央
町
）

内「
城
崎
」の
魅
力
を
表
現
し
た
書

　

や
写
真
、
絵
画
、
切
り
絵
、
麦

　

わ
ら
細
工
な
ど
を
展
示

問
城
崎
芸
術
と
文
化
の
会

　
神
谷　
勝
さ
ん
☎
32

3
2
5
9

第
２
回
と
よ
お
か
ま
ち
バ
ル

日
4
月
24
日（
木
）午
後
6
時
〜
11
時

所
Ｊ
Ｒ
豊
岡
駅
周
辺
の
飲
食
店

内
中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る

　

た
め
、
飲
食
店
を
食
べ
歩
い
た

　

り
、
飲
み
歩
く
イ
ベ
ン
ト

参
加
方
法
5
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ

ト
前
売
り
券（
3
千
円
）ま
た
は

当
日
券（
3
5
0
0
円
）を
購
入

し
、
参
加
店
舗
1
軒
に
つ
き
チ

ケ
ッ
ト
1
枚
で
、
バ
ル
専
用
メ

ニ
ュ
ー（
食
事
+
ド
リ
ン
ク
）の

提
供
を
受
け
、
5
店
舗
を
巡
る

前
売
り
券
販
売
場
所
市
環
境
経
済
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日日時・期間　所場所　対対象　内内容　定定員　料参加費・料金　持持ち物　申方申込方法　申期申込期間・申込期限　　　　　申申込み先　問問合せ先　他その他　Ｆファックス番号　メメールアドレス　ホホームページアドレス　　　　　　　
　　※料のないものは無料　定で抽選などの記載がないものは先着順

　

課
、
全
但
バ
ス
梶
原
営
業
所
・

　

ア
イ
テ
ィ
営
業
所
、
参
加
店
舗

　

な
ど

注
意
事
項
飲
酒
す
る
方
は
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
と
よ
お
か
ま
ち
バ
ル
実
行
委
員

会
委
員
長　

河
本
康
伸
さ
ん

　
☎
0
9
0
2
1
1
7
4
9
6
5

大
師
山
自
然
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

日
4
月
6
日（
日
）午
前
9
時
〜 

※
雨
天
決
行

所
大
師
山
自
然
公
園（
引
野
）

内
す
し
や
甘
酒
、
お
で
ん
な
ど
の

バ
ザ
ー
あ
り

問
引
野
区
長　

木
村
良
和
さ
ん

　

☎
22

4
5
6
2

豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊　

 

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

日
4
月
13
日（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ
と
ス

テ
ー
ジ（
大
手
町
）

演
奏
曲
目
桜
の
栞し
お
り

、
春
の
歌
メ
ド

レ
ー
、
残
酷
な
天
使
の
テ
ー
ゼ
、

カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー
ド
な
ど

他
隊
員
随
時
募
集
中（
合
唱
隊
・

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
隊
・
吹
奏

楽
隊
）

問
豊
岡
市
少
年
少
女
音
楽
隊
事
務

　

局　

磯　

哲
郎
さ
ん

　

☎
22

6
8
8
6

募
　
集

「
日
本
劇
作
家
大
会
２
０
１
４ 

　

豊
岡
大
会
」

有
料
広
告
・
協
賛
金
募
集

　

6
月
12
日（
木
）〜
15
日（
日
）開

催
の「
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1 

4
豊
岡
大
会
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
掲
載
す
る
有
料
広
告
お
よ
び
協

賛
金
を
募
集
し
ま
す
。

■
有
料
広
告
募
集

掲
載
物
日
本
劇
作
家
大
会
2
0
1 

4
豊
岡
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

（
Ａ
4
・
70
ペ
ー
ジ
程
度
）

募
集
枠
数
30
枠

作
成
部
数
5
千
部

配
布
先
大
会
期
間
中
の
入
場
者
、

出
演
者
、
報
道
機
関
、
関
係
省

庁
、
自
治
体
な
ど

申
期
4
月
30
日（
水
）

※
申
込
数
が
募
集
枠
を
超
え
た
場

合
は
抽
選

■
協
賛
金
募
集

協
賛
金
1
口
千
円

申
期
4
月
30
日（
水
）

共
通
事
項

他・
申
込
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
問

い
合
わ
せ

・
大
会
の
詳
細
は
、
日
本
劇
作
家

大
会
2
0
1
4
豊
岡
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

　
ホhttp://toyooka-geki.org/

申
問
生
涯
学
習
課
人
権
・
社
会
教

育
係
☎
23

0
3
4
1

　
メshougaigakushuu@

city.
toyooka.lg.jp

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ー
と
ピ
ー
」第
６
回
イ
ベ
ン
ト

『
ラ
ブ
♥
バ
ル
』参
加
者
募
集

日
4
月
24
日（
木
）午
後
6
時
30
分

〜
10
時
20
分

※
受
付
時
間
：
男
性
…
午
後
6
時

30
分
、
女
性
…
午
後
6
時
50
分
、

受
付
場
所
：
豊
岡
稽
古
堂
1
階

所
市
内
の
と
よ
お
か
ま
ち
バ
ル
参

加
店
舗

対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

内
市
内
の
飲
食
店
を
食
べ
歩
い
た

り
、
飲
み
歩
く
イ
ベ
ン
ト「
と

よ
お
か
ま
ち
バ
ル
」に
参
加
し

て
交
流
を
深
め
る

料
男
性
4
千
円
、
女
性
2
千
円

定
男
女
各
12
人

持
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認

で
き
る
も
の

申
方
氏
名
、
電
話
番
号
、
住
所
、

生
年
月
日
を
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
連
絡

申
期
3
月
25
日（
火
）〜
4
月
14
日

（
月
）

注
意
事
項
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
の

た
め
、
当
日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

不
可
。
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
場
合

は
、
必
ず
3
日
前
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

申
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
43
1
3
3
3（
3
月
31
日
以

降
は
☎
23

2
5
7
3
に
変
更
）

（
平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
30
分
）

　
メheart-p@

toyooka-w
el.jp

　

は
ー
と
ピ
ー
ホhttp://w

w
w
.

　
　
　
　
　
　

 heart-p.com

掲載場所 広告サイズ 広告料
表紙裏 Ａ４　１ページ（縦264ミリメー

トル×横177ミリメートル） 100,000円

本文中 Ａ４　１ページ（縦264ミリメー
トル×横177ミリメートル） 50,000円

本文中 Ａ４　１／２ページ（縦130ミリ
メートル×横177ミリメートル） 20,000円

本文中 Ａ４　１／４ページ（縦63ミリ
メートル×横177ミリメートル） 10,000円

本文中 Ａ４　１／８ページ（縦63ミリ
メートル×横86ミリメートル） 5,000円
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平
成
26
年
度
出
石
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー「
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
」

 

会
員
募
集
☎
52

－

５
５
１
１

※
親
子
…
乳
幼
児
1
人
と
保
護
者

1
人（
ラ
ッ
コ
、
あ
ひ
る
、
ア

ク
ア
&
ス
イ
ム
）

※
高
齢
者
…
65
歳
以
上

※
子
ど
も
…
中
学
生
以
下

子
育
て
グ
ル
ー
プ
会
員
募
集

　

各
地
域
の
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で

は
、
在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る

親
子
の
グ
ル
ー
プ
活
動（
子
育
て

に
関
す
る
情
報
交
換
や
親
子
の
ふ

れ
あ
い
遊
び
な
ど
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
参
加
は
会

員
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
各
セ

ン
タ
ー
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

料
通
信
費
等
の
実
費

定
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
親

《料金表》
子どもコース 大人コース

区分 子ども 親子 区分 大人 高齢者
入会金 1,000円 入会金 1,000円
年会費 1,000円 年会費 1,000円
週１回
（月額） 3,500円 4,000円 プール会員

（月額） 4,000円 3,500円
週２回
（月額） 5,000円 6,000円 フリー会員

（月額） 6,000円 5,000円
週３回
（月額） 6,000円 7,000円 遊泳会員

（月額） 4,000円 3,500円

《時間割》
火 水 木 金 土 日

10：15 　
ラッコ＆
あひる　 ジュニア

Ⅱ10：30 ４泳法 ウォーキ
ング

ラッコ＆
あひる スイム

（４期ロー
テーション
制）アクア＆

スイム
アクア＆
スイム

11：15 ジュニア
Ⅱ

13：30 アクアエクササイズ ４泳法
アクアエ
クササイ
ズ

アクアコ
ンデショ
ニング

ペンギン
①

15：15 ペンギン ペンギン ペンギン ペンギン
②

16：30 ジュニアⅠ
ジュニア
Ⅰ

ジュニア
Ⅰ

ジュニア
Ⅰ

ジュニア
Ⅰ

17：45
メダカ

ジュニア
Ⅱ①

メダカ
ジュニア
Ⅱ

ジュニア
Ⅱジュニア

Ⅱ①
ジュニア
Ⅱ

18：45
いるか いるか

くじら いるか
いるか

ジュニア
Ⅱ②

ジュニア
Ⅱ② ４泳法

19：45 アクア＆スイム
ウォーキ
ング ４泳法 アクアビ

クス

《スイミングスクールの対象･内容》
○ラッコ（生後６カ月～４歳）　乳幼
児と保護者を対象に、安心して水
と遊ぶ楽しさを覚え、丈夫な体をつくる

○あひる（２歳～４歳）「水が大好きに
なる」ことをテーマに、同年齢の子
どもとの遊びを体験する

○ペンギン（３歳～６歳）
○メダカ（４歳～６歳）　成長に合わせ
水に慣れることから水泳の基本を段
階的に優しく指導する

○ジュニアⅠ（５歳～小学３年生）
○ジュニアⅡ（小・中学生）　身体の成
長期に無理なく４泳法を習得し、そ
の中で上達の喜び、困難を乗り越え
る強い心を育てる

○いるか（小・中学生）　４泳法の上達
を目指すコース。より速くよりきれ
いに泳ぎ、タイムアップを目指す

○くじら（小・中学生）　水慣れから始
め、楽しく泳法を習得する

○スイミング　「泳げるようになりた
い！」「きれいに泳ぎたい！」「ストレ
ス解消！」「運動不足解消！」など健
康と体力増進をお手伝いする

○ウォーキング　腰痛や膝痛、生活習
慣病の改善･予防に最適とその効果
が注目されている水中運動。音楽に合わ
せて無理なく全身を使い、さまざまな要
素を取り入れたレッスンを行う

○アクアビクス　音楽･リズムに合わ
せて一緒に楽しく水中運動。体力ア
ップ･運動不足の解消に最適

○アクア＆スイム　アクアビクスとス
イミングのミックスプログラム

センター名 対象地域 対象 申込み･問合せ
子育て総合
センター 豊岡 ０～３歳児

と保護者
〒668-0031大手町4-5
☎24-4604 FAX24-4740

城崎子育て
センター

城崎
（港地区可）

就学前乳幼
児と保護者

〒669-6195城崎町桃島1057-1
☎・FAX32-4666

竹野子育て
センター 竹野 〒669-6211竹野町和田389-1

☎・FAX47-2030
日高子育て
センター 日高 〒669-5391日高町祢布920

☎・FAX42-4610
出石子育て
センター 出石 〒668-0214出石町内町1

☎・FAX52-6188
但東子育て
センター 但東 〒668-0393但東町出合150

☎21-9079 FAX54-1025
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子
1
0
0
組

※
そ
の
他
の
セ
ン
タ
ー
は
特
に
設

定
な
し

申
方
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、

持
参

※
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
は

が
き
に
住
所
、氏
名（
親
子
）、子

ど
も
の
生
年
月
日
・
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送
可

申
期
4
月
4
日（
金
）〜
18
日（
金
）

必
着

問
各
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
こ

ど
も
育
成
課
こ
ど
も
育
成
係　

☎
29

0
0
5
3

「
春
の
山
菜
摘
み
と
試
食
会
」 

参
加
者
募
集

日
4
月
26
日（
土
）午
前
9
時
30
分

〜
午
後
1
時（
受
付
：
午
前
9

時
〜
）　

※
雨
天
決
行

所
竹
野
南
森
林
公
園（
竹
野
町
森

本
）

※
受
付
：
竹
野
南
地
区
公
民
館（
竹

野
町
森
本
）

内
山
菜
摘
み
と
試
食
会

料
5
0
0
円（
中
学
生
以
下
は
2 

0　
0
円
）

定
30
人

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

持
軍
手
、
タ
オ
ル
、
雨
具

申
期
4
月
15
日（
火
）

他
昼
食
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
調

理
。
食
材
は
竹
野
南
里
山
の
会

が
用
意

申
問
竹
野
支
所
地
域
振
興
係

　

☎
21

9
0
7
3

自
衛
官
募
集

募
集
種
目
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

対
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

申
期
随
時

他
定
員
、
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、
問
い
合
わ
せ

申
問
防
衛
省
自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

力
本
部
豊
岡
出
張
所

　

☎
22

3
9
7
8

講
習・
教
室

平
成
26
年
度              

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

講
習
種
別
・
日
時

①
給
油
取
扱
所
講
習
…
7
月
25
日

（
金
）

②
全
区
分
講
習（
従
事
す
る
危
険

物
施
設
の
種
別
を
問
わ
な
い
）

…
11
月
28
日（
金
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分

所
じ
ば
さ
ん
但
馬（
大
磯
町
）

対
危
険
物
施
設
で
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱

者
の
う
ち
、
消
防
法
の
規
定
で

平
成
26
年
度
に
保

安
講
習
を
受
講
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方

料
4
7
0
0
円
分
の
兵
庫
県
収
入

証
紙

申
方
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
危

険
物
安
全
協
会（
〒
6
5
0

0
0
1
1　

神
戸
市
中
央
区
下

山
手
通
4
丁
目
16

3　

兵
庫

県
民
会
館
4
階
）へ
特
定
記
録

郵
便
で
郵
送

申
請
書
配
布
場
所
消
防
本
部
、
各

分
署
、
出
張
所
お
よ
び
駐
在
所

申
期
4
月
7
日（
月
）〜
5
月
9
日

（
金
）必
着

問
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　

☎
24

8
0
3
6

ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室
・　

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

■
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス
教
室

日
4
月
14
日
〜
6
月
30
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
7
時
30
分
〜
9
時

15
分（
祝
日
を
除
く
）

※
4
月
14
日（
月
）は
無
料
体
験
日

対
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
中

学
生
以
上
の
方

内
テ
ニ
ス
の
基
本
か
ら
ゲ
ー
ム
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
を
学
ぶ

料
5
千
円（
ボ
ー
ル
、
コ
ー
ト
使

用
料
な
ど
）

※
中
途
申
込
み
は
残
り
の
回
数
分

定
20
人
程
度

申
方
任
意
の
用
紙
に
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
ま
た
は
メ
ー
ル

■
ジ
ュ
ニ
ア
・
テ
ニ
ス
教
室

日
4
月
14
日
〜
6
月
30
日
の
毎
週

月
曜
日
午
後
6
時
〜
7
時
15
分

（
祝
日
を
除
く
）

※
4
月
14
日（
月
）は
無
料
体
験
日

対
市
内
の
小
学
4
年
生
以
上

※
保
護
者
の
同
意
必
要

内
テ
ニ
ス
の
基
礎
を
学
ぶ

料
4
千
円（
ボ
ー
ル
、
コ
ー
ト
使

用
料
な
ど
）

※
中
途
申
込
み
は
残
り
の
回
数
分

定
10
人
程
度

申
方
任
意
の
用
紙
に
氏
名
・
学
校

名
・
学
年
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ

ー
ル

共
通
事
項

所
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
戸
牧
）

持
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ
ー
ズ

（
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
若
干
あ
り
）

申
問
豊
岡
市
テ
ニ
ス
協
会（
チ
ー
ム

と
よ
お
か
）　

齋
藤
直
喜
さ
ん

　
☎
0
9
0

3
4
9
6

3
7
3
9

　
Ｆ
44

0
2
8
1

　
メinfo@

toyooka-tennis.com
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と
く
ま
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　

〜
お
店
の
人
が
教
え
て
く
れ
る

知
っ
て
得
す
る
体
験
教
室
〜

日
4
月
20
日（
日
）ま
で

所
日
高
地
域
の
小
売
店
な
ど

内
商
店
主
な
ど
が
専
門
知
識
や
お

得
な
情
報
を
教
え
る
少
人
数
制

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

※
事
前
申
込
み
が
必
要

他・
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

店（
20
店
25
講
座
）で
開
催
日
・

内
容
が
異
な
る

・
詳
細
は
、
豊
岡
市
商
工
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
3
月
16
日
配

布
の
折
込
チ
ラ
シ（
豊
岡
・
竹

野
・
日
高
・
出
石
地
域
の
み
）

を
参
照

問
ま
ち
ゼ
ミ
実
行
委
員
会（
豊
岡

市
商
工
会
日
高
支
部
内
）

　
☎
42

1
2
5
1

　
ホhttp://ingnet.jp/

そ
の
他

福
祉
タ
ク
シ
ー
・　
　
　
　

 

バ
ス
共
通
利
用
券
の
申
請

　
市
で
は
、
重
度
の
障
害
の
あ
る

方
の
積
極
的
な
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、「
障
害
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
等
利
用
料
金
助
成
事
業
」を
、

平
成
26
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

　
該
当
す
る
方
で
、
希
望
す
る
場

合
は
利
用
券
の
交
付
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

対・
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
所

持
者

・
療
育
手
帳
A
判
定
所
持
者

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
1

級
所
持
者

※
施
設
入
所
者
、
自
動
車
税
・
軽

自
動
車
税
減
免
者
、
豊
岡
市
実

施
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
は
対
象
外

助
成
額
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
1
回
の

乗
車
に
つ
き
、
上
限
5
0
0
円

※
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
に
限
り
、

1
0
0
円
単
位
で
助
成

交
付
枚
数
申
請
し
た
月
か
ら
当
該

年
度
分
の
利
用
券
を
一
括
交
付

（
5
0
0
円
分
の
利
用
券
を
月

4
枚
交
付
）

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
人
工
透
析

通
院
の
方
に
は
、
月
13
枚
交
付

（
年
度
上
限
1
5
6
枚
）。た
だ
し
、

医
療
機
関
な
ど
に
よ
る
無
料
送

迎
を
利
用
す
る
場
合
を
除
く

申
請
に
必
要
な
も
の
対
象
と
な
る

手
帳
と
印
鑑（
代
理
申
請
可
）

申
問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
24
7
0
3
3
Ｆ
24
4
5
1
6

　
ま
た
は
各
支
所
市
民
福
祉
係

豊
岡
市「
く
ら
し
の
便
利
帳

２
０
１
４
」を
発
行

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市

民
生
活
に
必
要
な
情
報
を
掲
載

す
る
豊
岡
市「
く
ら
し
の
便
利
帳

2
0
1
4
」を
発
行
し
ま
し
た
。

　
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
財

政
負
担
を
伴
わ
ず（
印
刷
製
本
費
・

配
布
費
約
9
5
0
万
円
の
歳
出
削

減
）に
行
政
情
報
が
提
供
で
き
る

よ
う
に
、
官
民
協
働
の
事
業
手
法

を
採
用
し
ま
し
た
。

　
こ
の
手
法
で
は
、
市
が
掲
載
原

稿
を
作
成
し
、
業
者（
株
式
会
社 

サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
）が

広
告
収
入

に
よ
り
、

冊
子
の
編

集
か
ら
印
刷
製
本
、
配
布
ま
で
を

担
当
し
ま
す
。

　
こ
の「
く
ら
し
の
便
利
帳
2
0
1 

4
」は
、
各
世
帯
へ
4
月
中
旬
ま

で
に
配
布
す
る
予
定
で
す（
天
候

状
況
に
よ
っ
て
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）。

問
秘
書
広
報
課
広
報
・
交
流
係

　
☎
23

1
1
1
1

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童

扶
養
手
当
、
特
別
障
害
者
手

 

当
な
ど
の
手
当
額
改
定

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
お
よ
び
特
別
障
害
者
手
当

な
ど
の
月
額
が
、
平
成
26
年
4
月

分
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

　
今
回
の
改
定
は
、「
国
民
年
金

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」が
平

成
24
年
11
月
に
成
立
し
た
こ
と
に

基
づ
き
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

問・
児
童
扶
養
手
当
…
社
会
福
祉
課

生
活
援
護
係
☎
24

7
0
3
1

改定前 改定後
児童扶養手当　全部支給 41,140円 41,020円

児童扶養手当　一部支給 41,130円～
9,710円

41,010円～
9,680円

特別児童扶養手当（１級） 50,050円 49,900円
特別児童扶養手当（２級） 33,330円 33,230円
特別障害者手当 26,080円 26,000円
障害児福祉手当 14,180円 14,140円
福祉手当（経過措置分） 14,180円 14,140円
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・
児
童
扶
養
手
当
以
外
…
社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
24

7
0
3
3

お
花
見
ス
ポ
ッ
ト（
中
央
公
園
）

 

に
ぼ
ん
ぼ
り
が
点
灯
し
ま
す

　
今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
中
央
公
園（
京
町
）に
ぼ

ん
ぼ
り
を
点
灯
し
ま
す
。
お
花
見
、

夜
桜
見
物
な
ど
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

点
灯
期
間
4
月
1
日（
火
）〜
14
日

（
月
）（
桜
の
開
花
時
期
）

※
桜
の
開
花
状
況
で
期
間
変
更
あ

り
■
公
園
利
用
の
お
願
い

・
公
園
内
に
ご
み
箱
は
設
置
し
て

い
ま
せ
ん
。
環
境
の
た
め
に
も
、

ご
み
は
持
ち
帰
り
分
別
し
て
処

分
し
ま
し
ょ
う
。

・
お
花
見
後
、
後
片
付
け
は
各
自

が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
し
ょ

う
。

問
都
市
整
備
課
都
市
管
理
係

　
☎
23

1
7
1
2

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
災
害

義
援
金
を
送
金
し
ま
し
た

　
市
で
募
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風

災
害
に
係
る
義
援
金
の
総
額
は
、

4
万
1
1
3
0
円
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
預
か
り
し
た
義
援
金
は
、
2

月
20
日（
木
）に
平
成
25
年
フ
ィ
リ

ピ
ン
台
風
兵
庫
県
義
援
金
募
集
委

員
会
口
座
へ
送
金
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
・
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
総
務
課
行
政
係

　
☎
23

1
1
1
6

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

日
担
当
医
師

※
診
療
時
間
は
、
午
前
9
時
〜
午

後
5
時

所
公
立
豊
岡
病
院

他
1
歳
以
上
の
小
児
で
、
緊
急
性

の
な
い
自
己
都
合
な
ど
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
時
間
外
診
察

料
金
3
1
5
0
円
の
負
担
あ
り

問
公
立
豊
岡
病
院
救
急
受
付

　
☎
22

6
1
1
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

　
4
月
14
日（
月
）は
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

　
平
成
26
年
1
月
1
日
時
点
の
状

況
で
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
登
載
を
申
請
し
、
選
挙
権
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方〔
3
月
31

日（
月
）確
定
〕が
投
票
で
き
ま
す
。

　
有
権
者
は
、
忘
れ
ず
に
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

告
示
日
4
月
7
日（
月
）

投
票
日
4
月
14
日（
月
）午
前
7
時

〜
午
後
8
時

※
一
部
繰
上
げ
の
投
票
所
あ
り

※
選
挙
区
お
よ
び
定
数
は
、
3
月

25
日
発
行
の
農
業
委
員
会
だ
よ

り
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

開
票
日
4
月
14
日（
月
）午
後
9
時

〜

開
票
場
所
市
役
所
お
よ
び
各
支
所

　（
城
崎
支
所
を
除
く
）

問
選
挙
管
理
委
員
会

　
☎
23

5
4
5
4

４
月
か
ら
消
費
税
は

８
パ
ー
セ
ン
ト
で
す 

　
4
月
1
日
か
ら
、
消
費
税
率
が

8
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。消
費
税
は
、商
品
の
販
売
・

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
の
国
内
取

引
や
外
国
貨
物
の
引
取
り
に
対
し

て
課
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　
今
回
の
税
率
引
上
げ
分（
3
パ

ー
セ
ン
ト
）に
よ
る
財
源
は
、
全

て
医
療
・
年
金
な
ど
の
社
会
保
障

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　
消
費
税
の
転
嫁
、
広
告
・
宣
伝
、

総
額
表
示
お
よ
び
便
乗
値
上
げ
な

ど
、
詳
細
は
、

問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問・
消
費
税
価
格
転
嫁
等
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
7
0

2
0
0

1
2
3

　（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

（
3
・
4
月
は
土
曜
日
も
受
付
）

　
ホhttp://w

w
w
.tenkasoudan.

 
go.jp/

・
豊
岡
税
務
署
☎
22

2
1
0
1

月日 担当医師
　・住所

４月

６日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

13日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

＜期日前投票＞
期間 ４月８日（火）～13日（日）
時間 午前８時30分～午後８時

場所

第１選挙区
豊岡稽古堂１階

第２選挙区
第３選挙区 城崎支所および竹野支所
第４選挙区 日高支所
第５選挙区 出石支所
第６選挙区 但東支所



４月から、図書館行事の開催時間等を一部変更します

出会いの本
< 一 般 >

会いたい人に会いに行きなさい
林　文子／著（講談社）

　人と向き合いつながりを作ること
は、何事にも代えがたい｢学び｣をもた
らす─。横浜市長である著者が、理
想の自分になる方法を教えます。

< じ ど う >
さよならなんてだいきらい
レベッカ・ドーティ／作（ほるぷ出版）

　毎日気軽に言っていた｢さよなら｣
も、時にはつらい別れの言葉になる。
でもそのあとには、きっと新しい｢こ
んにちは｣がやってくる。別れの悲し
みが少し和らぐあいさつの絵本です。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

4月の行事予定

　※図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp　　
開館時間　午前10時～午後6時
※本館（金・土）　午前10時～午後7時

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町5-28） 日高 ☎21-9060（日高支所1階）
城崎 ☎21-9072（城崎支所2階） 出石 ☎21-9010（出石支所1階）
竹野 ☎21-9078（竹野支所3階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター1階）

4月の行事予定

※詳細は、各館に問い合わせてください。

乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳
児 6 歳～　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
1 火（休館日）

2 水

10：30～ 竹野 にじっこえほん（竹野子育てセンター）　乳 幼
10：30～ 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼
11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳
11：00～ 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼
14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

3 木
4 金

5 土
10：30～ 竹野 テーマであそぼ!｢友だち100人できるかな♪｣

（工作：紙コップ空気砲）　幼 児

10：30～ 但東 おはなしのもり（工作：紙のお花とふわふわちょうちょ）　幼 児
6 日
7 月
8 火（休館日）
9 水 14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
10 木
11 金

12 土
10：10～ 本館 土曜としょかん（工作：ふわふわスイーツ）　児
10：30～ 城崎 おはなしランド（工作：ひらひらちょうちょ）　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
13：30～ 本館 としょかん映画会（｢植村直己物語｣上映）　般

13 日
14 月
15 火（休館日）
16 水 11：00～ 本館 おはなしのゆりかご　乳

14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼
17 木
18 金
19 土 10：30～ 城崎 おはなしのたからばこ（工作：オリジナルしおり）　児
20 日
21 月
22 火（休館日）
23 水 14：00～ 本館 いっしょにおはなし会　幼

24 木 10：30～ 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼
出石 えほんのとびら　乳 幼

25 金

26 土
10：10～ 本館 読み聞かせ研修会　般
10：30～ 竹野 おはなしミッケ！　幼 児
10：30～ 日高 絵本からのおくりもの　幼 児
14：00～ 本館 おはなし会　幼 児

27 日 14：00～ 出石 としょかん・くらぶ　児
28 月
29 火（休館日）
30 水（休館日）

《開催時間の変更》
・本館「いっしょにおはなし会」　（毎週水曜日開催）　10：30～　→　14：00～
・但東分館「切り絵Art」　（年４回開催）　14：00～　→　10：30～
《開催曜日の変更》
・城崎分館「ほっぺとえほん」　第１木曜日　→　第１水曜日
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4月の予定
　市内6カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせてください。
※定員があるものは、事前に申し込んでください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石支所1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎支所2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高支所3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

竹野子育てセンター　☎47-2030
月曜日休館

日　時 ①３日（木）午前10時15分～ ②7日（月）午後１時30分～
③14日（月）午前10時15分～ ④24日（木）午後１時30分～

場　所 ①②総合体育館・芝生広場③中央公園（ふれあい）④中央公園（いこい）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 外遊び、子育て相談

日　時
①わらべうた遊び ４日（金）午前11時～
②ほっとたいむ ７日（月）・24日（木）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 17日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
内　容 ①わらべ歌遊び②唱歌や童謡を歌う③紙芝居やいろいろな遊び
その他 午前中（９時～正午）は身長や体重の計測

そとあそび広場

絵本の読み聞かせの会

そとあそび広場　出合右岸公園　※子育てセンターに集合

ベビーマッサージ

おでかけ広場　資母地区公民館

4月子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

おやこっこ運動遊び　しばっこ広場（アイティ７階）

ベビーマッサージ

おたのしみ広場

パパと遊ぼうデー

おたのしみ広場

そとあそび広場　出石支所前芝生広場

日　時 12日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子ふれあい遊び

日　時 17日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせの会

日　時 ９日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 桜並木を散歩しながら公園で戸外遊び
持ち物 お茶、ベビーカー（赤ちゃん）

日　時 17日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、親子ふれあい遊び、パネルシアター　など

日　時 24日（木）午前10時～正午 申込開始 14日（月）
対　象 子育て中の保護者　先着20人（一時保育　15人）
内　容 働くママと子ども

日　時 23日（水）午前10時～11時15分 申込開始 11日（金）
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　先着20組
内　容 親子で楽しく運動遊び
講　師 こども育成課　仲義　健
その他 悪天候の場合は、子育て総合センター・子育て学習室

日　時 18日（金）午前10時～11時30分 申込開始 ９日（水）
対　象 ４カ月～１歳までの乳児とその保護者　先着25組
内　容 ベビーマッサージと赤ちゃんへのスキンシップの話、参加者交流
講　師 ベビーマッサージ　インストラクター　土生田　尚子さん
持ち物 バスタオル

日　時 23日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、体操、ふれあい遊び

日　時 19日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児とお父さん（家族みんなで来てください）
内　容 親子遊び

日　時 23日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者 内　容 絵本・紙芝居・手遊び・うた

日　時 10日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　※雨天の場合はセンターで遊ぶ
内　容 遊具（ボール・すべり台）や風車、しゃぼん玉遊び　など

そとあそび広場　悪天候時は中止

わらべうた遊び＆ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ

日　時 15日（火）午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 牛乳パックでホットドックを焼こう 材料費 １家族100円
持ち物 牛乳パックを開かずに親子分、お茶、おしぼり
その他 雨天の場合はセンター調理室

日　時 24日（木）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 読み聞かせとわらべうた遊び

日　時 25日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ３歳くらいまでの乳幼児と保護者
内　容 保健師のミニ講話、計測、親子遊びや交流、子育て相談

日　時 ５日（土）、19日（土）、26日（土） 午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ

日　時 23日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者 内　容 たこ揚げ、かざぐるま
その他 帽子を着用し、排泄を済ませてから参加してください。

日　時 12日（土）午前10時～11時
対　象 乳幼児とお父さん　※お母さんだけの参加もOK！
内　容 ふれあい遊び、外遊び、パネルシアター　など
その他 悪天候の場合は、子育て総合センター・子育て学習室

日　時 16日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳までの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊び、交流、子育て相談、計測
スタッフ 保育士、保健師、看護師（助産師）

日　時 ２日（水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

日　時 ８日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌や懐かしい童謡、唱歌を歌う

日　時 12日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者（お父さん大歓迎です）
内　容 親子で自由に遊びましょう!!

日時と
場　所

８日（火）午前10時15分～11時30分　国府ふれあい公園
22日（火）午前10時15分～11時30分　日高町民公園

対　象 乳幼児と保護者
内　容 固定遊具や芝生広場であそびましょう

アウトドアクッキング　竹野子育てセンター園庭

絵本の読み聞かせ

なかよし広場

おはなし広場

そとあそび広場　菊屋島運動公園

パパと遊ぼうデー　しばっこ広場（アイティ７階）

なかよし広場　豊岡市民プラザ

にじっこ絵本

わいわいコーラス

パパとあそぼうデー
日　時 16日（水）午前10時30分～11時30分 申込開始 ５日（土）
対　象 ３カ月～１歳くらいまでの乳児と保護者　先着10組
内　容 ベビーマッサージ、親子の絆を深めるアロマテラピーの作用を学ぶ
講　師 アロマテラピーインストラクター　細川智子さん
持ち物 バスタオル１枚、フェイスタオル１枚

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
出石文化会館 ひぼこホール（出石町水むな上がい）

☎52－6222 FAX 53－2131（火曜日休館）

※一時保育は、原則、１歳半～就学前の幼児を対象とします。

　４月15日（火）まで開催
◇入館料　一般500円、65歳以上250円、身体障害者

250円、高校･大学生300円、小･中学生
200円（ココロンカード提示で無料）

・・・・・学芸員講座共通事項・・・・・
◇講　師　当館学芸員　前岡孝彰
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150円

豊岡市民プラザ （JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24－3000 FAX 24－3004 （火曜日休館）

■第63回企画展『型紙-技と芸術-』
　着物の柄や文様を染め
るために使われる型紙の
紹介。繊細な図柄を彫っ
た型紙は、その芸術性か
ら工芸品としても楽しま
れています。本展では、
京の名工の巧みな技と型
染めの魅力に迫ります。

日本・モンゴル民族博物館 （但東町中山）
☎56－1000 FAX 56－1022（水曜日休館）

但馬国府・国分寺館 （日高町祢
にょう

布）
☎42－6111 FAX 42－6112（水曜日休館）

■ひぼこホール開館20周年記念メモリアル
　コンサート
　ひぼこホールの開
館を記念して行う７
つの合唱団によるコ
ンサート。

■ＦＭジャングル共催
　ジャングル･プラザ歌まつり
　第一部　｢オープンカラオケ｣
　第二部　｢カラオケ選手権｣
　第三部　｢ゲスト歌謡ショー｣

　４月20日（日）
　　開演18：30
◇出演団体　出石少年少女合唱団、赤とんぼの会、

トマトコーラス、女声合唱団カモミー
ル、出石カトレアコーラス、出石混声
合唱団、ドルチェフィオーレ

◇入場料　全席自由　500円（前売り･当日とも）
◇チケット発売中

　4月20日（日）　開演11：00
　　｢ほっとステージ｣
◇入場料　1,000円
◇ゲスト　池内晴子、
　　　　　濱田陽子、
　　　　　山本和恵
※選手権の模様は、後日、
　ＦＭジャングルで放送

植村直己冒険館 （日高町伊府）
☎44－1515 FAX 44－1514（水曜日休館）

■第７回特別展
　『山陰と山陽-南北文物の交流-』
　山陰と山陽によく見られる考古
資料を比較し、古代の南北交流の
歴史を紹介します。

　５月６日（火）まで開催
《関連事業》
■学芸員講座１「播磨国風土記のなかの但馬」
　４月12日（土）　開演13：30
■学芸員講座２｢古代但馬にやってきた播磨の瓦職人」
　５月３日（土･祝）　開演13：30

■植村直己没後30年特別メモリアル企画展
　｢こんな日本人がいた
 ～いま、甦

よみがえ
る　植村直己～」

　冬期マッキンリー登頂
後に消息を絶ち、30年が
経過。今もなお、世界中の
方々から愛され続けてい
る植村直己を、改めて思
い起こす。

　６月30日（月）まで開催
◇展示内容など
・極寒の雪洞内で発見された日記や装備品を初公開
・学生時代に使用していた共有の登山用具
・植村直己の足跡を写真付き年譜で解説、紹介
◇入館料　一般500円、高校生200円、小･中学生150

円（ココロンカード提示で無料）

■第113回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
毎月１回程度ミニコンサートを開催しています。

　4月29日（火・祝）　開演13：30　｢交流サロン｣
◇出　演　あさやなぎ
◇内　容　ギター、キーボードでの演奏
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用してください。

池内晴子さん

山本和恵さん濱田陽子さん
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平成26年３月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

4月の主な行事
APRIL

平成26年

19（土）第４回菓子祭前日祭（10：00～15：30 駅通商店街）パパと遊ぼうデー（10：30～11：30 出石子育てセンター）
豊岡市役所新庁舎グランドオープン式典

（11：00～ 豊岡市役所）
「トヨオカ カバン アルチザン アベニュー」
グランドオープン（13：00～ 中央町18-10）
チューリップまつりモンゴルイベント

（日本・モンゴル民族博物館、～20日）

20（日）中嶋神社菓子祭（９：00～ 中嶋神社）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館周辺）
鳥居やすらぎ市民農園菜の花まつり
（10：00～15：00 鳥居やすらぎ市民農園）
出石そば喰い大会（11：00～14：00 出石支所前広場）
ジャングル・プラザ歌まつり（11：00～ 豊岡市民プラザ）
ひぼこホール開館20周年記念 メモリアルコン
サート（18：30～ 出石文化会館ひぼこホール）
神鍋温泉ゆとろぎオープン（セレモニー 10：00～、
営業開始14：00～ 日高町栗栖野59-13）

21（月）
22（火）
23（水）おたのしみ広場（10：30～11：00 日高子育てセンター）おたのしみ広場（10：30～11：00 出石子育てセンター）

おでかけ広場（10：30～11：30 高橋地区公民館）
そとあそび広場（10：30～11：30 菊屋島運動公園）

24（木）第２回とよおかまちバル（豊岡市中心市街地）
25（金）なかよし広場（10：30～11：30 城崎子育てセンター）
26（土）春の山菜摘みと試食会（９：00～13：00 竹野南森林公園）城崎国際アートセンター開館式典

（11：00～ 城崎町湯島1062）
神鍋高原水仙まつり前夜祭ジャズコンサート
 （19：00～21：00 道の駅「神鍋高原」）
ロジナリエ・なごみの灯りストリート
（夕方～21：00 竹野浜周辺、～５月６日）

27（日）カバストマルシェ（10：00～16：00 カバンストリート）第６回神鍋高原水仙まつり（10：00～ 道の駅「神鍋高原」）

28（月）
29（火）昭和の日神鍋溶岩流健康ノルディックウォーク

（９：00～15：00 清滝地区公民館）
第13回清滝溶岩流まつり（清滝地区公民館）

30（水）そとあそび広場（10：30～11：30 竹野駅横児童公園）

ひ
と
り
ご
と

1（火）第63回企画展｢型紙－技と芸術－｣（日本・モンゴル民族博物館、～15日）
第７回特別展｢山陰と山陽－南北文物の交流－｣
（但馬国府・国分寺館　企画展示室、～５月６日）
特別メモリアル展（植村直己冒険館、～６月末）
出石桜まつり（出石城跡、～30日） 

2（水）
3（木）
4（金）わらべうた遊び（11：00～ 子育て総合センター）
5（土）
6（日）豊岡市日高消防団初出式（９：00～11：30 日高支所前駐車場）

木の子の教室（９：00～13：00 竹野南森林公園）
7（月）
8（火）そとあそび広場（10：15～11：30 国府ふれあい公園）
9（水）豊岡ノーマイカーデー（市全域）
10（木）そとあそび広場（10：30～11：30 出石支所前芝生広場）
11（金）
12（土）パパと遊ぼうデー（10：00～ アイティ７階しばっこ広場）アルチザンスクール開校式〔10：00～ トヨオカ 

カバン アルチザン アベニュー（中央町18-10）〕
パパと遊ぼうデー
（10：30～11：30 竹野子育てセンター）

パパと遊ぼうDAY！
（10：30～11：30 日高子育てセンター）

学芸員講座｢播磨国風土記のなかの但馬｣
（13：30～15：00 但馬国府・国分寺館）

13（日）国府ふれあい観桜会（11：00～14：00 国府ふれあい公園）
14（月）松岡御柱まつり（18：00～ 日高町松岡円山川河川敷）
15（火）アウトドアクッキング（10：00～12：30 竹野子育てセンター）
16（水）なかよし広場（９：30～ 豊岡市民プラザ）ベビーマッサージ（10：30～11：30 但東子育てセンター）
17（木）おでかけ広場（10：30～11：30 資母地区公民館）
18（金）たんとうチューリップまつり（９：00～17：00 たんとう花公園、～29日）

「豊岡1925」オープン（13：30～ 中央町11-22）
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◯K1

合　計 男　性 女　性 世帯数
86,514人（－89人） 41,500人（－31人） 45,014人（－58人） 32,669世帯（＋4世帯）
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年月 主な出来事

昭和35年７月 市制10周年、市民体育館落成記念
式典開催

昭和38年１月 豪雪のため災害救助法適用される
昭和40年２月 コウノトリ人工飼育の開始
昭和43年８月 佐野浄水場完成
昭和43年10月 総合市民グラウンド完成
昭和46年10月 市民会館完成
昭和57年４月 豊岡福祉会館開館

昭和62年７月 豊岡中核工業団地進出企業第１号操
業開始

昭和63年５月 総合体育館完成

平成元年５月 コウノトリ保護増殖センターでひな
が初誕生

平成４年10月 杞
き

柳
りゅう

細工が国の「伝統的工芸品」に指
定される

平成６年４月 円山川運動公園完成

平成８年６月 スペイン・アリカンテ市と姉妹都市
提携

平成９年11月 駅前再開発ビル「アイティ」オープン
平成10年11月 新円山大橋開通
平成12年６月 コウノトリ文化館開館

平成16年10月
台風23号が襲来し、市内全域に多く
の被害発生。災害救助法の適用を受
ける

　平成17年４月１日、１市５町（豊岡市、城崎町、竹野町、日高町、出石町、但東町）が合併し、豊
岡市が誕生しました。
　合併までの各市町の歴史を振り返ってみましょう。今回は最終回です。

　　　　《問合せ》政策調整課☎21-9022

「広報とよおか」は、環境に優しいベジタブルインキで印刷しています。
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豊岡市－合併前市町の歴史　　　　　旧豊岡市

　昭和25年４月、豊岡町・新田村・中筋村・五荘村が合併し「豊岡市」が誕生しました。また、昭和30年４
月には奈佐村・港村が、昭和32年９月には神美村の一部が、昭和33年１月には日高町の一部が豊岡市とな
りました。

【表紙写真】　高橋認定こども園（但東町久畑）で、２～４歳児がクッキングを楽しみました。卒園する５歳児のお別れ会の準備で
す。キュウリ、ウィンナー、チーズの三品ピックに、ポテトサラダやデザートも…。おいしそうに出来上がりました！

豊岡町役場（旧豊岡市役所）庁舎
　昭和３年竣工。昭和
25年４月に１町３村が
合併し、豊岡市制を施
行しました。昭和27年
12月に３階部分を増築。

日本を代表するかばんの産地
　明治時代、柳

やなぎ

行
ごう

李
り

にベルト
をつけた『行

こう

李
り

鞄』から始まっ
たかばん産業は、その販売網
と縫製技術を生かし、日本有
数のかばん産地としての地位

を築きました。市内には、かばん関係企業が集積
した日本唯一の鞄団地を形成しています。

『未来への責任』
　より魅力ある地域づくりを進めていくためには、
１市５町の個性と魅力を共有し、合併を進めるこ
とが最も望ましいとの結論に達しました。

コウノトリ野生復帰に向けた取組み
　江戸時代、コウノト
リは日本の至るところ
で見られる鳥でした。
しかし、明治期の銃で
の乱獲や、第二次世界
大戦後の農地のほ場整
備・河川改修による湿
地の消滅、そして農薬
の大量使用で、昭和46
年に野生最後の一羽が死に、日本の空からコウノ
トリは姿を消しました。ここ豊岡が最後の生息地

でした。
　平成元年、人工飼育
開始から25年目、つい
にコウノトリのヒナが
誕生しました。野生復
帰に向けての取組みが
始まりました。

▲大陸から飛来した野生コ
ウノトリ　ハチゴロウ

『兵庫県立コウノトリの郷公園提供』

コウノトリ但馬空港が開港　
　但馬地域の高速交通の空白状態を１日も早く解
消し、交通の利便性を高めるコミューター空港と
して、平成６年５月18日に
開港しました。
　開港以来、北近畿唯一の
空港として産業・観光振興、
地域活性化に大きな役割を
果たしています。

最終回


